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第1図 雁寺第2遺跡調査区位置図 (1/5,000)

発 IFM調査に至る経緯

本調査は平成4年度より平成15年度にかけて高城町大字有水において実施された宮崎県北諸県農林

振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 。平成7年度事業実施予定地における埋蔵文化財発掘調

査である。細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城町耕地課(現農村整備課 )、 宮崎県教

育庁文化課、高城町教育委員会社会教育課による協議の結果、平成7年 9月 18日 より平成8年 2月 10日

にかけて山城第1遺跡とあわせて発掘調査が実施された。調査対象面積は総計約5,568ぷである。平成

7年度調査におけるC区に該当する。

立地と炊境

本調査区は上原遺跡群の所在する台地と谷を挟み北側、山城第1遺跡の所在する台地の南側に位置す

る。調査区は雁寺第2遺跡の範囲の西側、台地縁辺に位置し、調査区の北西側は谷に面している。
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/′
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鰺序

調査区の標高は154.50m～ 155。50mで、

りである。

卿
ョ

北東側が高く南西に向け傾斜している。層序は下記のとお

1 耕作土
2 黒褐色土 粒の大きな高原スコリア

を含む。Hue 10YR 2/2

高原スコリア

黒褐色土   粒の小さな高原スコリア

を多く含む。

Hue 7.5YR 3/1

御池軽石を少量含む。

Hue 10YR 3/3

３

　

４

土層図 (1/40)

5 暗褐色

6 御池軽石

麒
魃 ポ:
。
歌 亀 90

苺鶯Yttlm

饉榜

第 3図 遺構分布図 (1/500)
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遮ほ と遺物

雁寺第2遺跡の調査においては時期

の特定のできなかったピット多数が出

土した他、包含層より土師器甕が出土

した。

宙墳時代のL物
1は土師器甕で頸部に刻目突帯を施

す。刻目は布目圧痕を有する。レンズ

状の平底より胴部はやや膨らみをもっ

て立ち上がり、頸部において屈曲し回

縁部は外方に向け開く。

第 4図  包含層出土土器実測図 (1/3)

まとめ

雁寺第2遺跡においては時期不明のピット多数が検出されたが、建物等の構成はならなかった。

包含層からは縄文土器のほか、刻目突帯を有する古墳時代の土師器甕1点が出土している。

表19 雁寺第2遺跡出土遺物観察表
No 出上位置 種 別 器 種 伝量 (上 :土器 下 :石器 ) 手 法 ・ 又様 色 調 胎土 lili考

口径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 包含層 上師器 甕 244 刻目突帯。工具ナ
デ。ナデ。

ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm程度の黒色・灰色・茶褐色
粒少量。
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第 1図 山城第 1遺跡第 2次調査調査区位置図 (1/5,000)

発掘調査に至る経緯

本調査は平成4年度より平成15年度にかけて高城町大字有水において実施された、宮崎県北諸県農

林振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 0平成12年度事業実施予定地における埋蔵文化財発掘

調査である。細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城町農村整備課、宮崎県教育庁文化

課、高城町教育委員会社会教育課による協議の結果、平成12年 4月 11日 より平成12年 6月 30日 にかけ

て発掘調査が実施された。調査対象面積は約3,000ゴ である。

立地と躊鏡

本調査区は上原遺跡群の所在する台地と谷を挟み北側、山城第1遺跡の所在する台地の東側に位置

する。平成7年度に調査を実施した第1次調査A区北側から東側にかけての周囲にあたる。調査区の北

側は台地縁辺に位置し、台地下には八久保川が確認される。
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第 2図 遺構分布図 (1/600)
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矮序

調査区の標高は155.25m～ 157.00mで、西を頂点とし北側、東側の台地縁辺に向け傾斜している。

調査以前は畑地として利用されていた。本遺跡の基本土層は、山城第1遺跡第1次調査B区 トレンチに

て確認した土層堆積において代表させる。

1 耕作土
2 黒褐色土
3 暗褐色土
4 黒褐色土
5 御池軽石
6 黒色土
7 アカホヤ火山灰
8 カシワバン
9 黒褐色土
10暗赤褐色土
11黒褐色土

御池軽石を少量含む。Hue 7.5YR 3/2

御池軽石を多く含む。Hue 10YR 3/3

御池軽石を多く含む。Hue 10YR 3/2

御池軽石含有量は上層に向かい増加する。Hue 7.5YR 2/1

パミスを含み下層に向かい増加する。Hue 5YR 2/1

パミスを含み上層に向かい増加する。Hue 5YR 3/2

軽石を多く含む。Hue 10YR 2/2

遺構とぽ物

山城第1遺跡第2次調査においては縄文時代の竪穴住居跡4軒、土坑2基、集石遺構2基、古墳時代の

上坑1基、古代の竪穴住居跡1軒、近世の道路状遺構1本、時期不明のビット多数が出土した。

縄文時代のL鸞と進物
1号竪穴住層跡

調査区の北側隅において検出された。2号竪穴住居跡と切りあっている。平面形態は円形と考えられ、

直径約3m、 検出面からの深さ約.03mを測る。床面はほぼ平坦で、土坑4基、ビットは計17本が確認
されている。縄文土器の他、石錐、打製石斧各1点が出土している。いずれも埋土中からの出土である。

1は黒色磨研土器の深鉢、2は浅鉢の底部と考えられ、いずれも若千の上げ底を塁する。3は深鉢口

縁部で外反する。6石錐で石材はチャートである。7は平面形態がしゃもじ状を呈する打製石斧で、石

材はフォルンフェルスである。

2号竪穴催層跡

調査区の南隅において検出された。1号竪穴住居跡と切りあっている。平面形態は円形と考えられ、

直径約3m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。ビットは計10本が確認された。埋土中より縄文土器が

出土している。

4、 5共に黒色磨研土器の深鉢口縁部で外反し、日唇部は平らに仕上げる。8は切目石錘で楕円形を

呈し、長軸方向に切込みを施す。石材は砂岩である。

3号漑穴催麗跡

調査区の南隅において検出された。 1、 2号竪穴住居跡の北側に隣接する。平面形態は円形を呈し、

直径約7.Om、 検出面からの深さ約0.2mを測る。計70本のビットが確認されている。床面のほぼ中央

に楕円形を呈し、長径約1.5m、 短径約1.Om、 検出面からの深さ約0.2mを測る土坑を持つ。土坑の中

央にはピット1基が伴い、土坑底面よりの深さ1.4mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

9は深鉢で頸部と胴部の境に明瞭な屈曲をもち、頸部はやや lAj傾 しながら立ち上がり口縁部は外反

する。 10、 11共に外反する深鉢口縁部である。12～ 14は石鏃で 12、 13、 14と も平面形態は正三角

形を塁するが、 12、 13は快りが浅く、14はU字型の快りが深い凹基である。
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茶褐色土 御池軽石をやや多く含む。
褐色土  御池軽石を微量含む。
褐色土  御池軽石を多量に含む。
黒色土

第 3図  1・ 2号竪穴住居跡実測図 (1/60)

4号騒穴催麗跡

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約3.8m、 短径約4m、 検出面

からの深さ約0.2mを測る。ビットは計19本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。

15は黒色磨研土器の深鉢で丸味を帯び弱く屈曲する頸部と胴部の境に3条の沈線を施し、頸部は外

反しながら立ち上がり、日縁部に3条の沈線を施す。16は深鉢底部でやや上げ底である。
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第 4図  3号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第 6図  1・ 2号堅穴住居跡出土石器実測図
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第 7図

13

3号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

第 8図  3号堅穴住居跡出土石器実測図 (1/1)
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01:01

第 9図  4号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第10図  4号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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第 11図 土坑実測図 (1/40)
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17

1号血坑

調査区のほぼ中央において検出

された。2号土坑と切り合ってい

る。平面形態は円形を呈し、直径

約0.45m、 検出面からの深さ約

0.2mを測る。縄文土器が出土し

ている。埋甕と考えられる。

17は黒色磨研土器の深鉢である。

頸部と胴部の境にやや丸味を帯び

た屈曲をもち、頸部から口縁部に

かけて外反しながら立ち上がる。

日唇部は平坦に仕上げる。

2号童坑

調査区のほぼ中央において検出

された。1号土坑と切り合ってい

る。平面形態は楕円形を呈し、長

径約 0。 9m、 短径約0.5m検 出面か

らの深さ約0。15mを測る。黒色磨

研土器が出上している。

3号血坑

調査区の南側において検出され
第 12図  1号土坑出土土器実測図 (1/3)

た。平面形態は不整円形を呈し、直径約 1.2m、 検出面からの深さ約0.7mを波1る。埋土中より縄文土

器が出土している。

18、 19は胴部に屈曲をもち口縁部が外反しながら開く浅鉢と考えられる。28はスクレイパーで、

石材は頁岩である。

4号土坑

調査区の南側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約 0。 9m、 検出面からの深さ約

0。7mを測る。埋土中には灰の塊が混じる。埋土中より縄文土器が出土している。

20は深鉢底部で平底である。

5母血坑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約0,9m、 検出面からの深

さ約0.4mを測る。埋f_中 より縄文土器が出上している。

21～25は深鉢である。21は胴部において屈曲し、頸部において再び屈曲し口縁部は大きく開く。

22、 24は頸部の屈曲が弱く、日縁部はやや短く外反しながら開く。25は胴部が丸味を帯び、頸部の

屈曲においては段が形成され口縁部はやや外反する。23は平底の底部である。

1%鑢石遮隆
調査区の南側で検出された。長軸約55cm、 短軸約45cmの範囲に広がり、礫72個から構成される。

集石下より長径約55cm、 短径約40cm、 検出面からの深さ約60cmを測り、精円形を呈し北東側に一

段高い張り出しをもつ土坑が検出されている。
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第 13図 集石遺構実測図 (1/20)

2号鑢石又騰

調査区の南狽1で検出された。長軸約40cm、 短軸約30cmの範囲で、礫23個から構成される。長

径約40cm、 短径約35cm、 検出面からの深さ約40cmを測り、円形を呈し底部に向かい細くなる

ビット状の掘り込みが伴う。

菫境時代の進はとは物

6号血坑

平面形態は不整楕円形を呈し、長径約3.Om、 短径約1.4m、 検出面からの深さ約0.8mを測る。

埋土中より土師器が出土している。

26は杯で丸底の底部から緩やかに開きながら立ち上がり回縁部はわずかに内湾する。27は小

型甕で頸部において屈曲し、日縁部は短く外反する。

議代のL憮と文物
5母騒穴催騰跡

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は隅丸方形を呈し、長軸約2.6m、 短軸約2m、

検出面からの深さ約 0。4mを測る。ビットは計3本が確認された。埋土中より土師器が出土してい

る。

29、 30はいずれも甕口縁部で、29は 口縁部がやや短く直線的に開き、端部を平坦に仕上げる。

30は 日縁部がやや長く直線的に開き端部を丸く仕上げる。31は高台付杯である。
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第14図  3～ 5号土坑出土土器拓影図 (1/3)
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第16図  3号土坑出土石器実測図 (2/3)

第15図  6号土坑出土土器実測図 (1/3)
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1 黒褐色土 御池軽石を少量含む
2 黒褐色土 御池軽石をやや多く含む
3 暗褐色土 やや粘性
4 茶褐色土

第 17図  5号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第 18図  5号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

返量のL蝙
1号邁路 1犬遮鸞

調査区の北西隅に位置し、南東側から北西方向に長さ約2.5mにわたり検出された。北側は調査区外

である。南東側が高く北西に向けて約lmの傾斜をもつ。溝幅は約2.6mか ら約0。35mを測り、底面中

央部に幅約30cmの硬化面が確認された。台地上から台地北側の谷へと下る道路としての役割が考え

られる。
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豊・ 12 ｇ
一

耕作土

黒褐色土 小石を含む。
褐色土

茶褐色土

茶褐色土 御池軽石を少量含む。
黒褐色土 スコリアを含む。
黒褐色土

黒褐色±  6層 と色調はほぼ同じ。
黒褐色土 しまり悪い。御池軽石、
新燃享保軽石

茶褐色土

黒褐色土 粘性。御池軽石を少量含む。

3

御池軽石を少量含む。

小石を含む。
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C

1

2

3

4
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7
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11

12

表20 山城第1遺跡第2次調査出土遺物観察表 1

第 19図  1号道路状遺構実測図 (1/60)

単位

No. 出上位置 種 別 器種 法量 (上 :土器 下 :石器 ) 手法 ・ 又 薇 色 調 胎 土 備 考

El径 底 径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外 器 面 内器面 外 面 内 面

1 1号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。 ミガキ。
にぶい
褐

|こぶい

褐
lmm以下の自色粒ごく微量。

1号住居 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ナデ。
にぶい

褐

にぶい

褐

lmm程度の黒色・自色粒ごく少

量。雲母微量。

1号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。 ナデ。
にぶい
褐

褐
lmm程度の黒色・白色粒ごく少

量。雲母少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。ナデ。
にぶい
褐

褐
lmm以下の自色・茶褐色粒ごく

少量。雲母微量。

2号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。ナデ。 明褐 黒褐

lmm以下の石英粒ごく少量。

lmm以下の黒色・白色・茶褐佳

粒ごく少量。雲母微量。

1号4T居 石 器 石 錐 生g・ チャート

1号住居 石器 打製石斧
43g・ フォル)
フェルス

2号倅居 石器 切目石錘

3号住居 縄文土器 深鉢
一部ミガキ。ナデ。

スス付着。
ナデ。 明黄褐

にぶい
橙
lmm以下の黒色・白色粒微量。

雲母微量。 ・

3号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。ミガキ。ナデ。 黒褐 褐 灰
lmm以下の黒色・白色粒ごくリ

11 3号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。ミガキ。ナデ。 黒褐 褐灰
lmm以下の黒色・自色粒ごく窃

量。

3号住居 石器 石鏃 1.1
).6g・ チャー
ト

3号住居 石器 石鏃 (1.55)
).7g・ チャー
ト

3号住居 石器 石鏃 2.55 0.55
２
．
ト

チャー

4号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。ミガキ。ナデ。 黒褐 褐
lmm以下の黒色・白色・茶褐催

粒微量。

4号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 黒褐 褐
lmm以下の黒色・自色・茶褐壱

粒ごく少量。

17 1号土坑 縄文土器 深鉢 34.9 ミガキ。スス付着。ミガキ。スス付着。
にぶし

橙
橙

lmm以下の石英粒微量。lmm以

下の黒色・白色・茶褐色粒ご

く少量。雲母微量

2号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。 ナデ。 褐灰 褐灰

lmm以下の石英粒微量。lmm以

下の黒色・白色・茶褐色粒微

量。
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第20図 包含層出土土器拓影図 (1/3)
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表21 山城第1遺跡第2次調査出土遺物観察表2

馴
  52  53

第21図 包含層出上土器実測図 (1/3)

単位 :cm
No. 働 iL4工置 種 別 器種 法量 (上 :上器 卜 :石器 : 手伝 ・ 又様 色 調 胎 上 備考

口径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

2号土坑 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ナデ。 褐灰 褐灰
l mm程度の石英粒微量。lmm以 ドの

黒色・白色・茶褐色粒ごく微量。

3号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 浅黄橙
にぶい
黄橙

lmlll程度の黒色 。白色・茶褐色粒少
量。雲母微量。

4号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙

にぶい
黄橙

101111以下の黒色・白色粒微量。

雲母微量。

4号土坑 縄文土器 深鉢 (30.5) ナデ。スス付着。 ナデ。 褐灰 褐灰
l mln程 度の石英粒少量。 llnRl程度の

黒色粒少量。

4号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。スス付着。
にぶい
黄橙

褐灰

l mm以下の石英粒微量。 lmlll以下の

自色・茶褐色粒ごく少量。雲母微
量。

4号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 褐灰 灰黄褐
lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒ご

く少量。雲母微量

4号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。
にぶい
黄橙

褐灰
lmm以下の自色・黒色・茶褐色粒少
量。雲母ごく少量。

5号土坑 上開i器 跡 5 ナデ。 ナデ。 橙 橙
1～ 2mm程 度の黒色 。自色・茶褐色
粒少量。

5号土坑 土師器 甕 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
黒色・茶褐色粒子ごく少量。
1～ 2mmの 茶褐色粒微量。

1号土坑 石器
スクレイ
ノヽ‐―

37g
・頁岩 ?

5号住居 土師器 甕 ナデ。 ナデ。ケズリ 橙 浅黄橙
inllll程度の黒色・白色・茶褐色粒少
量。

5号住居 土師器 甕 ナデ。 ナデ。ケズリ 橙 橙
lmm程度の黒色・白色・茶褐色粒少
量。雲母微量。

5号住居 土師器 高台付郊 F・l転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm程度の黒色・白色・茶褐色粒ご

く微量。

包含層 縄文土器 深鉢
員殻腹縁刺突文。減

線文。
貝殻条痕。ナデ。

にぶい
褐
明赤褐 lmm以下の黒色・白色粒ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。 ナデ。
にぶい
橙
明黄褐 lFlm以下の黒色 。自色粒ごく少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 沈線。ナデ ナデ。一部ミガキ。 褐灰 黒褐 輛 以 下 の 自角 締 /J9量 ^
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第22図 包含層出土石器実測図 (1/1)

表22 山城第1遺跡第2次調査出土遺物観察表3

〇

録

⑪
65 (1/3)

64 (1/3)

g,ff :cn-r

No. 出上位置 種別 器種 法量(上 :土器 下 :石器) 手法 又 様 色調 胎 土 備考

口径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

包含層 縄文土器 浅鉢 ナデ。 ナデ。
にぶい

褐

にぶい

黄橙

lmm以下の自色・茶褐色粒ごく少

量。雲母微量。

土器集中区 縄文土器 深鉢
突帯。ナデ。スス付

着。
ナデ。

にぶい
黄橙
にぶい

黄橙

lmm程度の白色・茶褐色粒ごく少

土器集中区 縄文土器 深鉢
突帯。ナデ。スス付

着。
ナデ。 灰黄褐

にぶい
黄橙
lmm程度の黒色・茶褐色粒少量。

雲母微量。

包含層 縄文±23 浅鉢
沈線。ナデ。スス付
着。

ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
l mm程度の石英粒少量。1～2mm

の黒色・茶褐色粒少量。

包含層 土師器 甕
ヨヨナデ。スス付
着。

ヨヨナデ。ケズリ
|こぶい

黄橙
灰/白 lmm以下の黒色・茶褐色粒少量。

包含層 土師器 甕
ヨヨナデ。格子ロタ
タキ。

ヨヨナデ。ケズリ 橙
にぶい
黄橙
lmm程度の黒色・白・茶褐色粒少

量。

包含層 土師器 甕 ヨヨナデ。ハケロ。 ハケロ。ケズリ 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの 黒色・白・茶褐色粒ご

く少量。

包含層 土師器 甕 ヨコナデ。 ヨヨナデ。ケズリ 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの 黒色・白・茶褐色粒少

包含層 土師器 甕 (165) ナデ。スス付着。 ナデ。
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
lmm以下の黒色・自色粒微量。
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表23 山城第1遺跡第2次調査出土遺物観察表4
No 出土位置 種bll 器種 法量 (上 :土器 下 :石器 手法・文様 色調 胎 土 備 考

口径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

包含層 土師器 不 回転ナデ。ナデ。 IRI転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm以下の黒色・茶褐色粒微
量。

包含層 土師器 不 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ 橙 橙
lmm以下の黒色・白色・茶褐色

粒微量。

包含層 土師器 杯 (12.4) (6.8) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 銀
競
浅黄橙
lmm以下の黒色・茶褐色粒微
量。

包含層 土師器 ネ 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 鍛
端
lmm以下の黒色・茶褐色粒ごく

微量。

包含層 土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ 橙
ぶ

橙

lmm以下の黒色・茶褐色粒少

包含層 土師器 不 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以下の黒色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 土師器 杯 (16)
回転ナデ。ナデ。ス
ス付着。

回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以下の黒色・白色・茶褐色
粒少量。

包含層 土師器 高台付杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以下の黒色・白色・茶褐色
粒ごく少量。

包含層 土師器 高台付外 同軒 ナ ギ ^ナ ギ コ転ナデ。ナデ。 橙 橙 lmm以下の黒色粒少量。

包含層 土師器 高台付外 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 鍛
競

褐灰
lmm以下の黒色・白色・茶褐色
粒少量。

包含層 石器 石 鏃
24g・ チャー
ト

包含層 石器 石鏃
1.2g・ チャー
ト

包含層 石器 石鏃 0.35 2g・ チャート

包含層 石器 石鏃 0.55
l.5g・ チャー
ト

包含層 石器 石 鏃 0.45
D.6g・ チャー
ト

包含層 石器 石鏃
0.6g・ チャー
ト

包含層 石器 石鏃 1.35 0.35
0.7g・ チャー
ト

包含層 石器 石 錐 (2.2) 3g・ チャート

包含層 石器 石錐
D.3g・ チャー
ト

包含層 石 器 石 匙
17g・ チャー
ト

包含層 石 器 打製石 (87 104g・ 砂岩
包 含層 石器 磨製石斧 246g・ 砂岩

まとめ

山城第1遺跡第2次調査においては縄文時代の竪穴住居跡4軒、土坑2基、集石遺構2基、古墳時代の

土坑1基、古代の竪穴住居跡1軒、近世の道路状遺構1本、時期不明のビット多数が検出された。遺物

は縄文時代後期、晩期の上器を中心に、古代の土師器も多数出土している。

縄文時代の竪穴住居跡は計4軒の出土をみた。3号竪穴住居は直径約7mを測り、今回の調査におい
て最も大型の住居である。いずれの住居址も平面形態は円形を呈し、掘り込みはやや浅く、多量のピ

ットが伴ってはいたが主柱穴の確定には至らなかった。また住居址からはいずれも黒色磨研土器が出

土している。土坑は5基が検出され、1号土坑については黒色磨研土器の埋甕が伴っていた。同様の埋

甕は上原第3遺跡A区 6号土坑からも出土している。3か ら5号土坑出土の浅鉢・深鉢については晩期土
器と考えられる。また4号土坑については埋土中位より灰の塊が検出されている。

古墳時代の上坑については1基が検出され土師器杯、小形甕などが出上しているが、用途等は不明

である。

古代の遺構としては5号竪穴住居跡が上げられる:平面形態は隅丸方形を呈しピットは3本が検出さ
れている。出土土師器については9世紀後半から10世紀前半に位置付けられると考えられる。

近世の遺構としては道路状遺構1本が検出されている。この道路状遺構は南北に延び台地上から台

地北側の谷へと下る道路としての役割が考えられた。また埋土中より享保2年 (1717)噴火とされてい

る霧島新燃岳享保軽石が検出されている。

時期の特定のできなかった遺構としては多量のビットが検出されているが建物等の構成はならなか

った。

包含層出上の縄文土器は市来式、丸尾式土器、黒色磨研土器、精製 。粗製浅鉢、突帯文土器など縄

文時代後期中葉から晩期にかけての出土を見た。石器については石鏃を中心に石斧、石匙などが出土

している。また古代の上師器もやや多く出土している。杯底部の切り離しはいずれもヘラ切りである。
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兆掘調査に菫ゐ経縄

本調査は平成4年度より平成 15年度にかけて、高城町大字有水において実施された、宮崎県北諸県

農林振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 0平成12年度事業実施予定地における理蔵文化財発

掘調査である。細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城町農村整備課、宮崎県教育庁文

化課、高城町教育委員会社会教育課による協議の結果、平成12年 8月 1日 より平成13年 2月 23日 にか

けて発掘調査が実施された。調査対象面積は総計約14,000ボであり、調査の進行に従いAか らE区の5

区を設定ている。

立地と炊境

本調査区は上原遺跡群の所在する台地と谷を挟み北側、山城第1遺跡の所在する台地のほぼ中央に

位置する。平成7年度に調査を実施した第1次調査、平成12年度に調査を実施した第2次調査区と道を

挟んだ西側にあたる。東からA区、B区、C区、E区と並び、B、 C区の南側にD区が位置する。

第 1図 山城第 1遺跡第 3次調査調査区位置図 (1/5,000)

「∫|θ.
′
・
|

形
顔

○

-177-



A

第 2図 B区土層断面図 (1/50)

麗澤

本遺跡の基本土層は、山城第 1遺跡第3次調査B区において確認した土層堆積にて代表させる。

1 耕作土
2 黒色土
3 高原スコリア
4 黒褐色土
5 褐色土
6 暗褐色土
7 御池軽石
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AMの M狡
層序

調査区の標高は約155.00m～ 157.00mで、北東側が高く、

作土、2層 0黒色土、3層 0高原スコリア、4層 0黒褐色土、

池軽石である:調査以前は畑地として利用されていた。

2土 o

3土
4土 ^h
なり
5t

l■
°

西に向け傾斜している。層序は1層

5層・褐色土、6層 0暗褐色土、7層

耕

御

SPに

'滝

住

1堀立柱

γ°
~°

4
増鶉_撥唯
2土器集積

准◎
唯◎

・ 1土器集積

第 3図  AEXI地形図 (1/600)
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ぽ饉と又物

A区の調査においては縄文時代の竪穴住居跡 7軒、

跡1軒t古代の堀立柱建物跡柱跡1軒、土器集積 2基、

卜多数が出土した」

土坑 7基、集石遺構 1基、古墳時代の竪穴住居

近世の道路状遺構 1本のほか、時期不明のビッ

１
洲

お

―

第 4図 A区選構分布図 (1/600)
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C

C
1573師

黒褐色土 御池軽石を多量に含む。「lue 10YR 3/2
黒褐色土 御池軽石を多量に含む。「te 10YR 2/2

第 5図 A区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)

縄文時代の遺構と遺物

1号竪穴住居跡

調査区の北東隅において検出された。平面形態は円形と

考えられ、直径約3.2m、 検出面からの深さ約.04mを測る。

床面はほぼ平坦で、中央に不定形の掘り込みを持つ。ビッ

トは計7本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土

している。

1は黒色磨研土器の深鉢口縁部でやや外反し、日唇部は平坦に仕上げる。

2号竪穴住居跡

調査区の北東側において検出された。東側は3号竪穴住居跡を切っている。平面形態は円形と考え

られ、直径約2.5m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面はほぼ平坦で、中央に平面形態が楕円形

を呈し、長軸70cm、 短軸60cm、 床面からの深さ約20cmを測る土坑をもつ。ビットは計7本が確認

されている。埋土中より縄文土器が出土している。

＞

コ
い
ヽ
い
０
再
ヨ

∞

一
い
ヽ
い
０
■
５

口
、

＞
、

第 6図 A区 1号堅穴住居跡
出土土器拓影図 (1/3)
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第 7図 A区 2 3号竪穴住居跡実測図 (1/40)

茶褐色土 御池軽石を少量含む。日ue 10YRに ぶい黄褐 3/2
黒褐色土 御池軽石を少量含む。Hue 10YR 3/1
黒褐色土 御池軽石を少量含む。Hue 7.5YR 3/1
黒褐色土 御池軽石を多量に含む。Hue 7.5YR 2/2
黒褐色土 御池軽石を少量含む。やや粘性。Hue 10YR 3/1
黒褐色土 御池軽石を少量含む。Hue 10YR 3/2

C′
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第 8図 A区 3号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

第 9図 A区 4号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/4)

3号堅穴住居跡

調査区の北東側において検出された。西側を2号竪穴住居跡に切られている。平面形態は円形と考

えられ、直径約2.8m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。床面はほぼ平坦で、中央に平面形態が円形

を呈し、長軸60cm、 短軸50cm、 床面からの深さ約10cmを測る土坑をもつ。ビットは計7本が確認

されている。その内、壁際に廻る4本が主柱穴と考えられる。縄文土器が出土している。5の底部は床

面直上よりの出土、他は埋土中よりの出土である。

2か ら6は深鉢である。2か ら4は回縁部を肥厚させ文様帯とする。3は文様帯が大きく張り出し、日

縁部断面が逆「く」の字状を呈する。2は貝殻条痕、3は中央に端部を刺突で止めた沈線文を中央に施

し、上下に貝殻腹縁刺突文を施す。4は中央の沈線文の上下にヘラ状工具による連続刺突文を施す。5、

6は底部で共に網代痕を有する。
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第10図 A区 4号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第11図  A区 5号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第12図 A区 6号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第14図 A区 7号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第13図 A区 6号堅穴住居跡出土土器
拓影図 (1/3)

4号竪穴住居跡

調査区の南西側において検出された。

5号竪穴住居跡の東側に位置する。平

面形態は円形で、直径約2.7m、 検出面

からの深さ約0.4mを測る。床面は平坦

で、ほぼ中央に円形を呈し長径0.6m、

短径0.5m、 床面からの深さ約 0。3mを

測る土坑をもつ。計3本のビットが確

認されている。埋土中より縄文土器が

出土している。

7は黒色磨研土器の深鉢で頸部と胴部

の境にやや丸味を帯びた屈曲をもち、

日縁部は開きながら立ち上がる。内面

においては屈曲が強く、頸部から口縁

部かけてきわめて直線的に立ち上がる。

5号竪穴住居跡

調査区の南西側において検出された。

7号竪穴住居跡と4号竪穴住居跡の間に

位置する。平面形態は円形を呈し、直

径約3.Om、 検出面からの深さ約 0。4m
を測る。床面は平坦である。ビットは

計2本が確認されている。

6号竪穴住居跡

調査区の北東側において検出された。

平面形態は方形を呈し、長軸2.2m、 短

軸 1。 9m、 検出面からの深さ約 0。3mを

測る。床面は平坦でピットは11本が確

認されている。埋土中より縄文土器が

出土している。 1号掘立柱建物跡の北

側柱穴と重複している。

A′

A′

A′
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第15図 A区 7号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

8は住居北側中央

東寄りからの一括

出土である。小型

の深鉢で胴部に膨

らみをもち、頸部

の屈曲より口縁部

は短く外反する。

屈曲部に貝殻腹縁

刺突文を施す。8の西側に位置する土器集中は1号掘立柱建物跡の柱穴に伴うものと考えられる。

7号竪穴住居跡

調査区の南西側において検出された。平面形態は隅丸方形で、長軸2.3m、 短軸2.lm、 検出面から

の深さ約0。2mを測る。南側の床面は御池軽石層上に構築されているが、北側は大きく掘り込まれてい

る。ビットは9本が確認されている。9は浅鉢口縁部と考えられる。

1号土坑

調査区のほぼ中央南東側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約1.Om、 検出面からの

深さ約0.45mを測る。埋土中より縄文土器が出土したほか、底面には石3個が設置されていた。

10は深鉢で回縁部は外反し、日縁端部に一条の突帯を施す。

2号土坑

調査区のほぼ中央南東側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1山n短 径約1.lm
検出面からの深さ約0。7mを測る。二段の掘り込みをもつ。埋土中より縄文土器が出土している。

11は深鉢口縁部で外反する。12は浅鉢口縁部で内湾する。18は平面形態が正三角形を呈する石鏃

で、石材はチャートである。

3号土坑

調査区のほぼ中央において検出された。4号土坑の北側に位置し、 3、 4、 5号土坑と北から南ヘー

列に並ぶ。平面形態は円形を呈し、直径約1.Om、 検出面からの深さ約0.6mを測る。埋土中より縄文

土器が出土している。

13は組織痕土器である。編布圧痕を有し、浅鉢底部と考えられる。

4号土坑

調査区のほぼ中央において検出された。3、

約1.Om、 検出面からの深さ約0。35mを測る。

の小片が出土している。

19は石皿である。石材は砂岩で、被熱し赤化している。

5号土坑

調査区のほぼ中央において検出された。4号土坑の南側に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長

径約1.Om、 短径約0.8m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

14は深鉢口縁部で一条の突帯を施す。15は浅鉢で回縁部は短く外反し玉縁状を呈し内外面に沈線

文を施す。

6号土坑

調査区のほぼ中央北側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約 1.Om、 検出面からの深

さ約0。7mを測る。土坑上部より石皿が出土したほか、埋土中より黒色磨研土器の深鉢が出土している。

5号土坑の間に位置する。平面形態は円形を呈し、直径

土坑上部より石皿が出土したほか、埋土中より縄文土器
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第16図 A区 出土土坑実測図 1(1/20)
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第17図 A区出土上坑実測図 2(1/20)
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第18図 A区 1～ 305号土坑出土土器拓影図 (1/3)
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第19図
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肌

A区 7号土坑出土土器拓影図 (1/3)

7号土坑

調査区の南西側において検出された。平面形態は不整円形を

呈し、直径約1.Om、 検出面からの深さ約0。3mを測る。埋土中

より縄文土器が出土している。

16、 17共に浅鉢で内湾しながらも開く口縁部になると考えら

れる。

1号集石遺構

調査区の北東隅で検出された。約40cmの範囲で、礫17個か

ら構成される。

古墳時代の遺構と遺物

8号堅穴住居跡

調査区のほぼ中央北東側において検出された。平面形態は隅

丸方形で、長軸約4.Om、 短軸約3.8m、 検出面からの深さ約

0.4mを測る。床面はほぼ平坦で、ビットは計7本が確認されて

いる。埋土中より土師器が出土している。

20は甕頸部から胴部にかけてで、頸部はやや屈曲し刻目突帯

を施す。刻目は布目圧痕を有する。21、 22は高杯で21はエン

タシス状、22はラッパ状に開く脚部である。

一

古代の遺構と遺物

1号土器集積

調査区のほぼ中央において検出された。南北約2.lm、 東西約3.Omの範囲に約560点の土師器の破

片が集中して出土した。

24が小型甕で他は中型甕である。調整は外面が24、 26はタタキのちナデ、28がナデ、一部ハケロ、

そのほかはナデ、内面はケズリである。器形は23か ら27が日縁部は緩やかに開き、胴部のはりが弱

いタイプで、28は口縁部がやや長く、大きく開き胴部に膨らみをもつタイプである。26は日唇部が

玉縁状になり、27は胴部に布目圧痕が確認される。28は 日縁部内面に「×」字状の線刻を施す。

2号土器集積

調査区のほぼ中央北東側において検出された。約60cm四方に土師器、須恵器の破片約600点が集

中して出土した。土器の下は直径約65cm、 検出面からの深さ約95cmの ビットとなり、これは1号掘

立柱建物跡の南側柱穴に重なる。1号掘立柱建物跡の柱穴への一括廃棄と考えられる。

29か ら50は土師器である。29か ら33は甕で30、 32が小型、他は中型である。29か ら31、 33は 日

18

第20図 A区 2号
土坑出土石器実測図 (1/1)

A A′

い
)

´

蜀
15580m

A′

第21図 A区 1号
集石遺構実測図 (1/20)
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第22図 A区 8号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第23図 A区 8号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第24図 A区 1号土器集積土器出土状況図 (1/20)

縁部が緩やかに開き、胴部のはりが弱いタイプで、32は 口縁部が短く、胴部に膨らみをもつタイプで

ある。調整はいずれも内面はケズリ、外面は31、 32が平行タタキ、29が格子ロタタキ、30がナデ、

33がハケロである。34か ら42は杯で直線的に立ち上がり、大きく開く。底部はヘラ切り離しである。

43か ら47は高台付杯で杯に比べやや大型のものが多く出上している。48か ら50は調整にミガキを用

いており、やや内湾しながら立ち上がる。48、 49は内面のみ、50は内外面ともにミガキを施す。

51、 52は須恵器壺である。51は 口縁部が二重口縁を呈し、肩部に縦耳をもち、調整は胴部が格子

ロタタキ、底部が同心円タタキである。52は底部に格子ロタタキを有する。

1号掘立嵯黎物跡

調査区のほぼ中央北東側において検出された。長軸方向はN-88° 一Wを とる。2間 ×3間の側柱

式の掘立柱建物になると考えられ、梁行約3.8m、 桁行約5.Omを測る。柱穴の平面形は円形を呈し、

直径は約60～ 40cm、 検出面からの深さは約90～ 50cmを測る。東側柱穴は6号竪穴住居跡と重複し、

南側柱穴の上部からは2号土器集積が出土している。
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第25図  AEX1 1号土器集積出土土器実測図 (1/3)
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第26図 A区 2号土器集積実測図 (1/20)

2号土器集積

⑩

第29図 A区 1号掘立柱建物跡実浪1図 (1/100)
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第27図 A区 2号土器集積出土土器実測図 1(1/3)
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第28図 A区 2号土器集積出土土器実測図2(1/3)
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逓置のL隆
1号進路 1犬ぽ鰺

調査区の南端に位置する。幅約 1。 2を測り、北東から南西方向に長さ約4.5mにわたり検出された。

南側は調査区外である。中央部に硬化面が確認され、硬化面の両側はやや低くなる。

A                          A′

―
―

―

一

B

一

c                             C′

B′

第30図 A区 1号道路状遺構実測図 (1/80)
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第31図 A区包含層出土土器拓影図 (1/3)

-198-



IR

Ａ
ＩＩＩ
旧
Ｖ

‐

表24 山城第1遺跡第3次調査A区出土遺物観察表 1

第32図 A区包含層出土石器実測図 (1/1)
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H{f :cm

70 (1/3)

No 出上位置 IIL別 器 種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手 法 文 様 色調 胎土 備考

IEl径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

1 1号住居 縄文土器 深鉢
ミガキ。スス付

着。
ミガキ。 黒褐 黒褐

lmm以下の石英粒ごく微量。

lmm程度の自色・茶褐色粒微
量。雲母微量。

3号住居 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。スス付

着。
貝殻条痕。ナデ 橙 橙

lmm以下の自色・茶褐色粒少

量。

3号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。刺突文。 貝殻条痕。ナデ 褐灰
にぶい

褐
lmm以下の自色・茶褐色粒少

量。

3号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。貝殻腹縁

刺突文。
貝殻条痕。ナデ

にぶい

橙
にぶい

橙
lmm以下の自色・茶褐色粒少

量。

5 3号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。網代痕。 ナデ。
にぶい

黄橙
黒褐
lmm程度の黒色・茶褐色粒少
量。

6 3号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。網代痕。 ナデ。
にぶい

黄橙
橙
1～2mmの黒色 。自色 。茶褐色
粒少量。

7 4号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。 ミガキ。ナデ。
にぶい
黄橙 橙

lmln程度の石英粒微量。 lmln程

度の黒色・茶褐色粒ごく少量 (

8 6号住居 縄文土器 深鉢
貝殻lla縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
具殻条痕。ナデ。

にぶい
黄橙

黒褐
lmm以下の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

9 7書倖 居 縄文土器 浅 欲 ?

1号土坑 縄文土器 深鉢 (26.5) 突帯。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄褐

にぶい

黄橙

lmm以下の石英粒ごく少量。

lmm以下の茶褐色粒微量。

11 2号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 灰黄褐 褐灰
lmnl程度の黒色・白色・茶褐
色粒少量。

2号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 褐灰 褐灰
lmm程度の黒色・由色・茶褐
色粒ごく少量。
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表25 山城第1遺跡第3次調査A区出土遺物観察表2
単位 :cm

No. 出 主 4菫直 睡ガリ 器種 法量(上 :土器 下 :石器) 宇 伝 又 様 色調 胎 土 備 考

EIl径 底 径 器 高

大 長 最大幅 最大厚 外器面 内器 曲 外 面 内 面

3号土坑 縄文土器 浅鉢 編布圧痕。 ナデ。 浅黄橙 褐灰

lmm以 下の石英粒 ごく少量。

lmm程 度の黒色・茶褐色粒 ご

く少量。

14 5号 土坑 縄文土器 深鉢 突帯。ナデ。 ナデ。 褐灰 黒褐 1～ 2mmの石英粒少量。

5号土坑 縄文土器 浅鉢
リボン状突起。ナ

ナデ。 明黄橋
にぶい

黄橙
l mm以 下の黒色・白色粒 ごく

少量。

7号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ミガキ。 灰黄権 黒褐
1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒少量。

17 7号土坑 縄文土器 浅鉢 ナ デ ナデ。
にぶい
黄褐
灰黄捜

lmm以 下の石英粒少量。 1～ 2

mmの黒色・茶褐色粒ごく少

量。

2号土坑 石 器 石鏃 lg・ チャート

碍 土坑 石器 石皿 20.9kg・ 砂若

8号住居 土師器 甕
刻目突帯。工具ナ
デ。スス付着。

ナデ。 淡黄 黄褐
lmm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒少量。

8号住居 土師器 高杯 ナデ。 ナデ。 浅黄稽 浅苦 耀 l mm以 下の黒色粒微量。

8号住居 土師器 高杯 (13.5) ミガキ。 ナデ。 浅黄権 浅黄橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く少量。 .

1号土器
集積

土師器 甕 19.8 ナデ。 ケズリ。ナデ。
にぶし

黄橙

におくい

黄橙
1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒少量。

24
1号土器
集積

土師器 甕 1 タタキのちナデ。 ケズリ。ナデ。 黄橙 橙
lmm程 度の白色・茶褐色粒 ご

く少量。

1号土器
集積

土師器 甕 2 (20,7) ナデ ケズリ。ナデ。 灰 自 浅黄橙
1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐任

粒少量。

1号土器
集積

土師器 甕 (273) (20.6) タタキのちナデ。 ケズリ。ナデ。
にぶし

橙

にぶい

黄橙

1～ 2mmの 自色・茶褐色粒 ごく

少量。

1号土器
集積

土師器 甕 (24.9) (18.1) ナデ。布目痕。 ケズリ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の黒色・茶褐色粒微

1号土器
集積

土師器 甕 (19.3) ナデ。ハケロ。 ケズリ。ナデ。 浅黄福
にぶし

橙

lmm以 下の黒色・茶褐色粒少

量。3mm程度の灰色・茶褐色
粒微量。

2号■器
集積

土IIT器 甕 (25.8)
確 す 日 グ グ 千 。 ア ケズリ。ナデ。 明黄花

にぶい

黄橙

l mm程 度の石英粒少量。1～ 2

mmの黒色・茶褐色粒少量。

2号土器
集積

土師器 甕 (17.2) ナデ。 ケズリ。ナデ 浅黄檻 浅黄橙
lnlm程 度の石英粒少量。 1～ 2

mmの黒色・茶褐色粒少量。

2号土器
集積

土師器 甕 (24.4) 平行タタキ。ナデ。ケズリ。ナデ 浅黄権 浅黄橙
l mm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒少量。

2号土器

集積
土師器 甕 (16.2) 平行タタキ。ナデ。ケズリ。ナデ。

にぶし

黄橙

にあミい

黄橙

1～ 2mm程度の石英粒少量。
1～ 2mmの 黒色・茶褐色粒少

量。

2号土器
集積

土師器 甕 (26.4) ハケロ。ナデ。 ケズリ。ナデ。 橙
にぶい

黄橙

1～ 2nn程度の石英粒少量。
1～ 2mmの黒色・茶褐色粒少
讐諄̂

2号土器
集積

J二農市器 甕 7 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

2号土器
集積

11師 器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
|こぶい

黄橙

にぶ L

黄橙
lmm以 下の茶褐色粒 ごく微量。

2号土器
集積

11師 器 不 5 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 浅黄橋 l mm以 下の黒色粒 ごく微量。

2号上器
集積

土師器 不 (5.8) 回転ナデ。ナデ。 回1云ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の黒色 。自色粒子 ご

く微量。

2号土器
集積

土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶい

橙
橙

l nlnl以 ドの黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

2号土器
集積

土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

2号上器
集積

土師器 杯 回転ナデ。ナデ 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒ごく微量。

2号土器
集積

上師器 不 回転ナデ。ナデ 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の黒色・自色・茶褐

色粒ごく微量。

42
2号土器
集積

土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
l mm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒ごく微量。

43
2号土器
集積

土師器 高台付杯 (13.2) 7 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
l mm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

44
2号土器
集積

土師器 高台付杯 (13.6) 回転ナデ。ナデ 回転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄櫛
l mm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

2号土器
集積

土師器 高台付杯 (14.8) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶし

橙

にぶい
橙
l mm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

2号土器
集積

土師器 高台付 lTN 1 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

47
2号土器
集積

土師器 高台付杯 (18.2) (8.9)
回転ナデ。ナデ。
布目痕。

回転ナデ。ナデ。 浅黄楷 浅黄橙 lmm以 下の黒色粒子 ごく微量。

48
2号土器
集積

土師器 高台付杯 (13.3) 回転ナデ。ナデ。 ミガキ。
|こ

'Sし黄橙

にぶい
黄橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒子

微量。

2号土器
集積

土師器 高台付杯 (18.8) コ転ナデ。ナデ。 ミガキ。
にぶし

黄橙

にぶい

黄橙
l mm程 度の茶褐色粒 ごく微量。

2号土器
集積

土師器 杯 (6.4) ミガキ。 ミガキ。 明黄褐 明黄褐
l nlln以下の黒色・自色・茶褐

色粒子ごく微量。

2号土器
集積

須恵器 14.4 27.9
格子 ロタタキ。ナ

ナデ。 黄 灰 灰 自 lmn以 下の自色粒子微量。
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表26 山城第1遺跡第3次調査A区出土遺物観察表3
単位 :cln

No. 出土位置 種男リ 器種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手 伝 ・又 稼 色 調 胎土 備 考

口径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

2
2号土器
集積

須恵器 ナデ
格子 ロタタキ。ナ

ナデ。 暗 灰 灰 lmm以 下の自色粒子 ごく微量

"
包含層 縄文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。スス付
着。

貝殻条痕。 黒褐
にぶい

赤褐

l mm以 下の黒色・茶褐色粒微
量。雲母少量。

54 包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁オJ突文。

貝殻条痕。
貝殻条痕。 黒褐 橙

lmm以 下の自色粒少量。雲母
微量。

包含層 縄文上器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。
貝殻条痕。ナデ。

にぶい
赤褐

橙
l mm以 下の黒色・白色・茶褐
色粒 ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢 (285)
員殻腹縁刺突文。

沈線文。貝殻条。
貝殻条痕。 明赤褐 橙

lmm 以下の黒色・白色粒 ご
く少量。雲母 ごく少量。

包含層 縄文土器 沈線文。 ナデ。 黒褐
にぶし

褐

lmm以 下の石英粒ごく微量。
l mm以下の自色粒ごく少量。

包含層 縄文土器
台付皿型

土器
89 ナデ。 ナデ。 橙 橙

lmm程 度の黒色 。自色茶褐色
粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢
ミガキ。ナデ。ス
ス付着。

ナデ。 暗褐 暗褐
l mm以 下の黒色 。自色茶褐色
粒少量。

包含層 縄文土器 浅 鉢 押線文。ミガキ。 ミガキ。 暗褐 暗褐 l mm以 下の自色粒 ごく少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 35 ミガキ。 ミガキ。 黒 褐 黒褐
lmm以 下の黒色・自色粒ごく

少量。雲母微量。

包含層 縄文土器 浅鉢
突帯。ナデ。スス
付着。

ミガキ。
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙

l mm程 度の石英粒少量。雲母
微量。

包含層 石 器 石鏃 7 22g・ 頁岩 ?
髄 包含層 石 器 石 鏃 3g・ チャート
包含層 石器 石鏃 (13) 3g・ チャート
包含層 石器 石 鏃 2.2g・ 頁岩
包含層 石 器 石鏃 (1.55) 0.55 1.lg・ 黒曜石
包含層 石器 石鏃 (1.55) 035 J.79g・ 黒 曜 准

包含層 石 器 石 鏃 3g・ 頁岩 ?

包含層 石 器 打製石斧 173g・砂岩
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灯冬のM径
属序

調査区の標高は 156。 25m～ 156.75mで、東側が高く西に向け緩やかに傾斜している。層序は1層

耕作上、2層 0黒色上、3層 0高原スコリア、4層・黒褐色土、5層 0褐色土、6層 0暗褐色土、7層

御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

遺ほとぽ物

B区においては縄文時代の竪穴住居跡7軒、土坑1基、古墳時代の竪穴住居跡2軒、古代の掘立柱建

物跡1軒のほか、時期不明のビット多数が検出された。

B′

ピット。

御池軽石を多置に含む。

床面

第35図  B区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)

土

土

土

色

色

色
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黒
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彊
膠
葱「『

Ff鷺覺賦ゝi躙
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第36図 B区 1号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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縄文時代のLほとぽ物
1彎艤穴饉層跡

調査区のほぼ中央南側において検出された。2、 5号竪穴住居跡の北側に位置する。平面形態は円形

と考えられ、直径約3.6m、 検出面からの深さ約0.8mを測る。床面は中央が一段下がる。ビットは計5

本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。

2、 4か ら7は 日縁部を肥厚させ文様帯を作り出す深鉢である。 2、 4は文様帯下部が張り出し、日縁

部断面が逆 「く」の字状を呈する。2は棒状工具による沈線文、4は沈線文と貝殻腹縁刺突文、5は貝

殻腹縁刺突文を施す。 6、 7は 口縁部文様帯が小さく、棒状工具による沈線文t刺突文を施す。3は頸

部の屈曲より回縁部が外反する深鉢で、屈曲部に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。 1、 8は直線的に

立ち上がる深鉢で、日唇部を平坦に仕上げ貝殻腹縁刺突文及び貝殻条痕を施す。

B B′

B′

<li

Ｂ一̈
茶褐色土 粒の小さな御池軽石を多量に含む。
茶褐色土 御池軽石を多なに含む。
黒褐色土 床面
黒色土

第37図  B区 2号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第38図 B区 2号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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16 (1/2)

6号堅穴住居跡出土石器実測図 (1/3)
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2号竪穴住居跡

調査区の南側において検出された。5号竪穴住居跡に隣接する。平面形態は円形を呈し、長径約43m、

短径約4.Om、 検出面からの深さ約0.6mを測る。床面はほぼ平坦であるが、東側、南側に一段高くな

る面を持つ。ビットは計3本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。いずれも中位

から上位にかけての出土である。

9か ら13は深鉢である。9、 11は頸部の屈曲より口縁部が外反し、屈曲部に貝殻腹縁による連続刺

突文を施す。10は 回縁部を肥厚させ文様帯を作り出す。12は 口縁部で沈線文を施す。また回唇部に

貝殻腹縁による連続刺突文を施す。13は深鉢底部で平底である。14はミニチュア土器の鉢である。

日縁部にヘラ状工具による刻日、全体に粘土紐を貼り付けた装飾を施す。左右のつまみ部には穿孔を

もつ。15は石皿で石材は砂岩である。

B′

０ヽ
′
くヽ
　
　
　
。

０ヽ

Ｃ
浜
望
）
卜
一
中

く

Ｃ
共
】
）
卜
ｍ
¨

０

B
157伽

B′

茶褐色土 粒の小さな御池軽石を多量に含む。
茶褐色± 1層 と比べ粒の大きな御池軽石を多量に含む。
御池軽石を多量に含む。

第40図 B区 3号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第41図 B区 3号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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第42図 B区 4号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第43図 B区 4号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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御池軽石を少量含む。
1層に黒褐色土が混じる。
御池軽石を多量に含む。
御池軽石をやや多く含む。
御池軽石を含む。貼床。

茶褐色土
茶褐色土
茶褐色土
茶褐色土
褐色土
御池軽石

2

3

4
5

6

第44図 B区 5号堅穴住居跡実測図 (1/40)

第45図 B区 5・ 6号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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3号眩穴催麗跡

調査区のほぼ中央南側において検出された。1号竪穴住居跡の東側に位置する。平面形態は円形を

塁し、直径約3.3m、 検出面からの深さ約0。4mを測る。床面は平坦で、計5本のビットが確認されてい

る。埋土中より縄文土器が出土している。 18、 19共に2層からの出土である。

18、 19は黒色磨研土器の深鉢で外反する日縁部である。16は石錘で長軸の両端を打ち欠き快りを

作り出している。石材は頁岩である。

4号竪穴住選跡

調査区の南側において検出された。3号竪穴住居跡の南側、5号竪穴住居跡の西側に位置する。平面

形態は円形を呈し、長径約4.4m、 短径約4。2m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。床面はほぼ平坦で

あるが、東側に一段高くなる面をもつ。ビットは壁に沿って計5本が確認されている。埋土中より縄

文土器が出土している。20、 21共に床面付近からの出土である。

20は黒色磨研土器の深鉢で頸部の屈曲より口縁部が外反しながら開き、日唇部は平坦に仕上げる。

21は台付付皿型土器の回縁部と考えられる。

lω

A

:1田

土

　

土

色

　

色

土

褐

　
褐

色

茶

　

茶

黒

1熙

2層 と比較し粒の小さな
御池軽石を含む。

御池軽石をやや多く含む。

第46図 B区 6号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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: 1 茶褐色土

: 2 茶褐色土
: 3 黒色土
: 4 茶褐色土
: 5 茶褐色土
6 茶褐色土

(1ノ
/40)

御池軽石を多量に含む。 2層と比較
し粒の小さな御池軽石を含む。
御池軽石を少量含む。

御池軽石を含む。

床面。

第47図 B区 7号堅穴住居跡実測図

第48図 B区 7号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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A′

5号竪穴催層跡

調査区の南側において検出された。2号竪穴住居

跡の東側位置する。平面形態は円形を呈し、直径約

3.5m、 検出面からの深さ約0.4mを 測る。床面は平

坦で、ビットは壁に沿つて計6本が確認されている。

埋土中より縄文土器が出土している。

22、 23は深鉢で回縁部を肥厚させ文様帯を作り

出し、貝殻腹縁による連続刺突文を施す。24は黒色

磨研土器の深鉢で頸部と胴部の境の屈曲は弱く、頸

部から圏縁部にかけて外反しながら立ち上がる。

6号竪穴鐘層跡

調査区の南西隅において検出された。平面形態は

円形を呈し、長径約3.5m、 短径約3.3m、 検出面か

らの深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、ビットは壁

に沿って計7本が確認されている。埋土中より縄文

土器が出上している。 25、 26共 に中位から上位に

かけての出土である。

25、 26は 口縁部を肥厚させ文様帯を作り出す深

鉢で、文様帯下部が著しく張り出し口縁部断面が逆

「く」の字状を呈する。貝殻腹縁による連続刺文、

第49図  B区 1号土坑実測図 (1/20)

沈線文を施す。17は凹石で表面にのみ敲打による凹みをもつ。石材は尾鈴山酸性岩類と考えられる。

7号竪穴住麗跡

調査区の南西隅において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約3.5m、 検出面からの深さ約

0。4mを測る。床面は平坦で、ビットは壁に沿つて計7本が確認されている。埋土中より縄文土器が出

土している。27は接合資料で床面直上から1層上位にかけての出土である。28、 29は 1、 2層上位か

らの出上である。

27は黒色磨研土器の深鉢で頸部と胴部の境の屈曲は弱く丸みを帯び、日縁部は外反する。28は胴

部において屈曲し頸部から口縁部にかけて外反しながら立ち上がる。磨消縄文を施す。29は深鉢でロ

縁部を肥厚させ作り出した文様帯下部が張り出し、日縁部断面が逆 「く」の字状を呈する深鉢の口縁

下部と考えられる。貝殻腹縁による連続刺突文、沈線文を施す。

1号止坑

調査区の南東側で検出された。平面形態は円形を呈し、直径約0.72m、 検出面からの深さ約 0。 4rl■

を測る。上部に人頭大の石を配し、埋土中より突帯文土器の小片が出土している。

薔境時代の進ほ とな物

8鸞騒穴催麗跡

調査区の南東隅において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約4.2m、 短軸約4.Om検出面か

らの深さ約 0。3mを測る。床面は平坦で中央においてピット3本が確認されている。埋土は1層で御池

軽石を多量に含む茶褐色土である。埋土中より須恵器、土師器が出上している。3は床面直上よりの

出土である。

1は甕で胴部はやや膨らみをもちながら立ち上がり、頸部において屈曲し口縁部は外反する。2は

壺で日縁部は外反する。3は須恵器杯蓋である。

A
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第51図 B区 8号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第52図  B区 8号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第53図  B区 9号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第54図 B区 9号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

|>

◎

重|>
旨・

Ч

．ｎ
０④

B′

第55図  B区 1号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

9号明穴性層跡

調査区のほぼ中央東側おいて検出された。平面形態は長方形を呈し、長軸約5。 7m、 短軸約4.6m検

出面からの深さ約0.4mを測る。床面は二段になっているが、住居使用時は検出面からの深さ約0.2m

の高さで平坦に構築されていたと考えられる。床面中央北側より楕円形を呈し長径約1.2m、 短径約0.9m、

床面からの深さ約0.2mを測る土坑をもつ。ビットは計7本が確認されており、主柱穴はP-1～ 4の4本

と考えられる。理土中より土師器が出土している。

33、 34は高杯である。33は ラッパ状に開く脚部、34は受部と口縁部との境が丸味を帯び、日縁部

上.9 ⑥

＞
、
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01菫
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は大きく外反しながら大きく開く杯部である。いずれも赤色顔料を施す。35は壺口縁部でやや外反す

る。36は甕底部と考えられレンズ状の平底を呈する。37は底部が小さく口縁部は強く内湾する椀で

ある。内外面に赤色顔料を施す。                          `

古代の遺構

1号掘立柱建物跡

調査区の南西隅において検出された。主軸方向はN-54°

柱建物になると考えられ、梁行約3。 7m、 桁行約5.5mを測る。

50cm、 検出面からの深さは約75cmを測る。

第56図 B区包含層出土土器拓影図 (1/3)

<  ~

第57図 B区包含層出土石器実測図 (1/1)

一Eを とる。2間×3間の側柱式の掘立

柱穴の平面形は円形を呈し、直径は約

ゝ
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ーーー
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表27 曲城第1遺跡第3次調査B区出土遺物観察表 1
単位 icm

No. 出上位置 種分リ 器種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色 調 胎 土 備 考

口 径 底 径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 1号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 ナデ。
にぶしヽ

黄橙

にぶい
黄橙
1～ 21rmの黒色・自色・茶褐色粒

少量。

1号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 橙 橙
lnlln程度の黒色・茶褐色粒ごく少

量。

1号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁弟

突文。貝殻条痕。テ

デ。スス付着。
貝殻条痕。ナデ。

ぶ

橙 黒褐 lmm以下の自色粒ごく少量。

1号住居 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。ナデ。ス
ス付着。

興殻条痕。ナデ。 橙 橙
lmln程度の自色・灰色粒ごく少

量。

1号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。サ ナデ。 暗褐 黒褐 1～ 2mnlの 自色・茶褐色粒少量。

1号住居 縄文土器 深eli
沈線文。刺突文。サ ナデ。

にぶい
橙
黒褐
1～ 2mlnの 自色・茶褐色粒ごく少

量。

1号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。ブ ナデ。 橙

にぶい
黄橙

lmln以下の石英粒微量。1鰤以下
の自色粒ごく微量。

1号住居 縄文土器 深鉢 (16.4) 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
にぶい
橙
褐灰
lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒
ごく少量。

2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。藤

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 明赤褐

lmm以下の自色・茶褐色粒ごく少

量。

2号住居 縄文土器 深鉢
突帯。貝殻条痕。リ 貝殻条痕。ナデ。 橙 橙

lmlll以下の黒色 。自色・茶褐色粒
ごく少量。雲母微量。

11 2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁束1突文。月
殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙
lmln以下の黒色・白色粒ごく少量

雲母微量。

2号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。ナデ。 II疇

部に貝殻腹縁刺突

文。

沈線文。ナデ。
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
1～ 2mlnの 自色・茶褐色粒少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 橙
にぶい
黄橙

lmnl程度の黒色・白色・茶褐色粒

少量。雲母微量。

2号住居 縄文土器 鉢

ナデ。口唇部に刻

目。粘土紐による基

飾。

ナデ。 灰 白 浅黄橙
lnlln以下の黒色・茶褐色粒ごく少
量。

2号住居 石 器 石 皿 4.9g・ 砂岩

3号住居 石器 石 鍾 14g・ 頁岩

6号住居 石器 凹石 3.25
301g・ 尾鈴
山酸性岩類?

3号住居 縄文土器 深鉢 (22.3) ミガキ。 ミガキ。ナデ。 黒褐
にぶい
黄橙

lmln以下の自色・茶褐色粒微量。

3号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。 ミガキ。ナデ。 黒褐
にぶい
黄褐

lmlll以下の石英粒微量。 lnlnl以下
の自色・茶褐色粒ごく少量。雲

母微量。

4号住居 縄文土器 深鉢 (24.8) ミガキ。 ミガキ。ナデ。 暗赤褐 褐灰
lmm以下の石英粒微量。 lmnl以下
の自色・茶褐色粒ごく少量。

4号住居 縄文土器
台付皿形

土器
ナデ。 ナデ。 明赤褪 橙

lnlm以下の黒色・自色粒ごく少量。
1～2鰤の茶褐色粒ごく少量。

5号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。興
殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 明赤褐
lnllll以下の黒色・白色・茶褐色粒

微量。

5号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。鼻
殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 明赤褐
lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒

微量。

5号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。
沈線文。ミガキ。ナ

黒褐 灰黄捜
lmm以下の自色・茶褐色粒子ごく

少量。雲母少量。

6号住居 縄文土器 深鉢

員殻腹縁刺突文。沈

線文。刺突文。ナ 貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmlll以下の黒色粒子微量。

6号住居 縄文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。沈

線文。刺突文。ナ

デ。スス付着。

ナデ。 黒褐 黒褐
lmln以下の石英粒少量。 lmlll以下
の黒色粒微量。雲母ごく少量。

7号住居 縄文土器 深鉢 (30.2) ミガキ。スス付着。
沈線。ミガキ。ナ にぶい

橙
明黄櫂
lmm以下の黒色・自色・茶褐色粒
ごく少量。雲母少量。

7号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。磨消縄文。
穿孔。ナデ。

ナデ。 浅黄橙 浅黄稽 lmlll以下の黒色粒少量。

7号住居 縄文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。

線文。貝殻条痕。

デ。

沈

ナ 貝殻条痕。ナデ。 暗赤褐 明赤褐 1鰤以下の自色・茶褐色粒微量。

8号住居 土師器 甕 工具ナデカ。 ナデ。 浅黄 灰 自

lnllll程度の石英粒ごく少量。
1～ 2mlnの黒色 。白色 。茶褐色粒
少量。

8号住居 土師器 壷 ナデ。 ナデ。 灰白 灰自
lnlm以下の黒色 。白色粒子ごく少

量。 1～2mmの茶褐色粒微量。

8号住居 須恵器 杯蓋
回転ヘラケズリ。巨

転ナデ。
回転ヘラケズリ。臓

転ナデ。
黄灰 灰 lmm以下の黒色・自色粒子微量。

9号住居 土師器 高杯 134 ミガキ。赤色顔料。 ナデ。 暗赤褐
にぶい
黄橙
lmln以下の黒色・白色・茶褐色粒

子ごく少量。

9号住居 土師器 高杯 ミガキ。赤色顔料。 ミガキ。赤色顔料。 赤褐 赤褐 lmm以下の自色粒子ごく少量。
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表28 山城第1遺跡第3次調査B区出土遺物観察表2
$,ff :cm

No. 出上位置 種男叫 器 種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色調 胎土 備 考

口 径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

9号住居 土師器 ミガキ。赤色顔料。 ナデ。 橙 浅黄橙 1～ 2mmの 茶褐色粒子ごく少量。

9号住居 土師器 甕 ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙
lmm以 下の自色・茶褐色粒子微

9号住居 土師器 碗 ヨヨ方向のミガキ。 ナデ。 明黄捜 明黄褐
lmm以下の黒色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。興

殻条痕。スス付着。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙

1～ 2mmの茶褐色粒微量。雲母

微量。

包含層 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。ナ ナデ。 橙 橙

lmm以下の白色・茶褐色粒ごく

少量。雲母微量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。ナデ。 褐灰 褐灰 lmm以 下 の 自角粒 子 微 量。

包含層 石器 石 鏃 1.2g・ 安山着

包含層 石器 打製石斧
2.07g・ フォ
ルンフェルス
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第58図  C区地形図 (1/600)
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第59図 C区遺構分布図 (1/600)
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CMの M狡
層序

調査区の標高は155。75m～ 156.50mで、南側が高く、北西方向にFplけ傾斜している。層序は1層

耕作土、2層 0黒色土、3層 0高原スコリア、4層・黒褐色土、5層・褐色土、6層 0暗褐色土、7層

御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

Lほと又物
C区においては縄文時代の竪穴住居跡17軒、時期不明のビット多数が検LTJされた。

B

茶褐色土 御池軽石を多く含む。
茶褐色土 御池軽石を多く含む。
褐色上

第60図  C区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第61図 C区 1・ 2号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

縄文時代の遺構と遺物

1号竪穴住居跡

調査区の南東端において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約4.Om、 検出面からの深さ約

0。lmを測る。北東側は削平のため遺存していない。中央に楕円形を呈し、長径約150cm、 短径約120crn、

床面からの深さ約60cmを測る土坑を持つ。ビットは計19本が確認されている。埋土中より縄文土器

が出土している。

1、 2と も深鉢口縁部で、頸部から胴部にかけての屈曲は弱く丸みを帯び、頸部から口縁部にかけて

外反しながら立ち上がる。

2号竪穴住居跡

調査区の南側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約3.6m、 検出面からの深さ約0。3m

を測る。床面はほぼ平坦であるが、東側、南側から西側壁に沿つて一段高くなる。ビットは計9本が確

認されている。埋土は御池軽石を多く含む黒褐色土一層である。埋土中より縄文土器が出土している。

3は回縁部文様帯が張り出し逆 「く」字状の屈曲を呈する深鉢の口縁下部と考えられる。貝殻腹縁に

よる連続刺突文を施す。

3号竪穴住居跡

調査区の南端において検出された。4号竪穴住居跡の東側に位置する。平面形態は円形を呈し、直径

約3.lm、 検出面からの深さ約0.5mを測る。床面は平坦で、ビットは計5本が確認されている。埋土中
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第62図 C区 2号堅穴住居跡実測図 (1/40)

より縄文土器が出土している。 5、 7は床面付近からの出土である。

4か ら6は 回縁部を肥厚させ文様帯を作り出す深鉢である。4は文様帯が著しく張り出し、日縁部断

面が逆 「く」の字状を呈する。5は文様帯が小さく、6は文様帯下部の張り出しが突帯様を呈する。7

は直線的に立ち上がる深鉢口縁部で端部に2条の沈線文を施し、日唇部は平坦に仕上げる。8は 口縁部

が外反し屈曲部に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。9は深鉢底部である。平底で網代痕を有する。

4号菫穴性層跡

調査区の南端において検出された。3号竪穴住居跡の東側に位置する。平面形態は不整楕円形を呈し、

長径約5.3m、 短径約3.7m、 検出面からの深さ約0.6mを測る。床面はほぼ平坦で、ビットは計6本が

検出されている。遺構検出時、住居の埋土上東側より焼土が検出されている。埋土中より縄文土器が

出土している。13は床面付近からの出土である。

10～ 17は深鉢口縁部である。 10は胴部においてやや内側に屈曲し、外反しながら口縁部に向かい

立ち上がる。刺突で止めた沈線文の下に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。 11、 12は 日縁部を肥厚

させた文様帯をもち、貝殻腹縁による刺突文を施す。 13、 14は外反する日縁部で、13は沈線文によ

る区画内に貝殻腹縁刺突文を施す。15～ 17は直線的に立ち上がる深鉢日縁部で、日唇部は平坦に仕

上げる。いずれも貝殻条痕による調整を施す。18は深鉢底部で平底である。66は小型の磨製石斧で

片面のみを研磨している。石材は頁岩である。

-223-



く
|

第63図 C区 3号堅穴住居跡実測図 (1/40)
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第64図 C区 3号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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1 茶褐色土 ピット。
2 褐色土  焼土。固い。
3 茶褐色土 焼土。固い。御池軽石を少量含む。
4 茶褐色土 御池軽石を多く含む。
5 茶褐色土 御池軽石を多く含む。
6 黒色土

第65図 C区 4号竪穴住居跡実測図 (1/40)

5母赳穴饉顆鰤

調査区の南西側において検出された。 6、 8号竪穴住居跡の東側に位置する。平面面形態は円形を呈

し、直径約3.lm、 検出面からの深さ約0.7mを測る。床面は中央が一段、約10cm下がる。ビットは

計12本が確認されている。埋土は御池軽石をやや多く含む茶褐色土一層である。埋土中より縄文土器

が出土している。

19は大きく張り出す文様帯をもつ深鉢口縁部である。沈線文、員殻腹縁による連続刺突文を施す。

20は深鉢底部である。平底で網代痕を有する。
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第66図 C区 4・ 5号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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第67図 C区 5号竪穴住居跡実測図 (1/40)

6号聾穴住居跡

調査区の南西側において検出された。8号竪穴住居跡の南側、7号竪穴住居跡の西側に位置する。平

面形態は円形を呈し、直径約4.Om、 検出面からの深さ約 0。45mを測る。床面は平坦で、ビットは計

10.本が確認されている。埋土は御池軽石を多く含む茶褐色土一層である。埋土中より縄文土器、礫

が出土している。

27は深鉢底部で平底である。69は磨製石斧である。平面形態は台形状を呈し、刃部は両刃である

刃部の3分の2程は欠損している。石材はフォルンフェルスである。

7号竪穴住層跡

調査区の南西側において検出された。 8、 9号竪穴住居跡の南西側、6号竪穴住居跡の西側に位置す

る。平面形態は円形を呈し、直径約2.9m、 検出面からの深さ約 0。3mを測る。床面は平坦で、ビット

は3本が確認されている。埋土中より縄文土器が出上している。

21、 22は深鉢口縁部で、21は 口縁部文様帯が著しく張り出し回縁部断面が逆 「く」字状を呈する。

凹線文と爪形文を施す。22は外反する日縁部で、日唇部は平坦に仕上げている。23～26は深鉢底部

で、いずれも平底であり、23、 24は網代痕を有する。

-227-



第68図 C区 6号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第69図 C区 6・ 7号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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。 第70図 C区 7号堅穴住居跡実測図 (1/40)

8号菫穴住層跡

調査区の南西側において検出された。 5、 6、 7号竪穴住居跡の北側に位置する。9号竪穴住居跡と切

り合っている。平面形態は楕円形を呈し、長径約3.8m、 短径約3.Om、 検出面からの深さ約0.5mを測

る。床面は平埋で、北側に楕円形を呈し長径約140cm、 短径約50cm、 床面からの深さ約20cmを測る

土坑をもつ。ビットは計10本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。28は床面付近

からの出上である。

28～ 34は深鉢である。28、 29、 33、 34は 日縁部を肥厚させ文様帯を形成する。28、 29は文様帯下

部が著しく張り出し、日縁部断面が逆 「く」字状を呈する。28は沈線文、爪形文、貝殻腹縁刺突文を

施し、29は貝殻腹縁による連続刺突文を施す。33、 34は文様帯が小さく、33は沈線文、34は貝殻腹

縁による連続刺突文を施す。30は外反する圏縁部で波状口縁である。31は頸部の屈曲より口縁部が短

く外反する。30、 31共に員殻腹縁による連続刺突文を施す。32は直線的に立ち上がる日縁部である。

9号囃穴催鸞跡

調査区の南西側において検出された。 5、 6、 7号竪穴住居跡の北側に位置する。8号竪穴住居跡と切

り合っている。平面形態は楕円形を呈し、長径約3.6m、 短径約3.lm、 検出面からの深さ約0.5mを測

る。床面は平坦で、中央に楕円形を呈し長径約100cm、 短径約60cm、 床面からの深さ約30cmを測り、

底が著しく狭まる土坑をもつ。ビットは計4本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。

35、 37、 38は 日縁部を肥厚させ文様帯を形成する深鉢である。35、 37は文様帯下部がやや大きく
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第71図 C区 8・ 9号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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張り出し、35は沈線文と貝殻腹縁刺による連続突文の組み合わせ、37はヘラ状工具による連続刺突

文を施す。38は文様帯幅が狭く、肥厚部とその下部の2段にわたり貝殻腹縁による連続刺突文を施す。

36はやや外傾しつつ直線的に立ち上がる深鉢口縁部である。39、 40は深鉢胴部で、39は上部に沈線

文、下部に貝殻腹縁による連続刺突文、40は沈線文と横位の貝殻腹縁による連続刺突文を施す。41

は浅鉢口縁部と考えられる。70は敲石である。楕円形を呈し下部に敲打痕を有する。石材は頁岩であ

る。

第72図 C区 8号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第73図 C区 9号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

10号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は円形を呈し、長径約 3。7m、 短径約3.Om、 検出

面からの深さ約0.55mを測る。床面は平坦で、ビットは計4本が確認されている。埋土中より縄文土

器が出土している。

42、 44は頸部の屈曲より口縁部が短く外反する深鉢である。屈曲部に貝殻腹縁による連続刺突文を

施す。45、 47か ら51は 回縁部を肥厚させ文様帯を形成する深鉢である。47、 48は文様帯下部が著し

０

ハ
ーー
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軋
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第74図 C区 10号竪穴住居跡実測図 (1/40)

り出し、中央に沈線文、その上下もしくは下に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。49は文様帯の張り

出しはやや小さく、中央に沈線文、その上下に棒状工具による連続刺突文を施す。 50、 51は文様帯

が小さく、ヘラ状工具による連続刺突文を施す。43、 46は小型鉢である。43は日縁部が外反する。

46は刺突で止めた沈線文、貝殻腹縁刺突文を施す。52～ 55は深鉢底部でいずれも平底である。67は

磨製石斧である。刃部は両刃で、基部を欠損している。石材はフォルンフェルスである。

11号明穴催暦跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約3.5m、 検出面からの深

さ約0.5mを測る。床面は平坦で、ビットは計13本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土し

ている。

56は黒色磨研土器の深鉢胴部と考えられる。
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第75図 C区 10号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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1 褐色土  吉墳時代のビット。
2 茶褐色土 御池軽石を多く含む。
3 茶褐色土 焼土 固い。御池軽石を少量含む。
4 褐色土  粒の小さな御池軽石を多く含む。
5 黒色土

B′

第76図 C区 11号竪穴住居跡実測図 (1/40)

12号竪穴催層跡

調査区の中央において検出された。13号竪穴住居跡の西側に位置する。平面形態は隅丸方形を呈し、

一辺約2.6m、 検出面からの深さ約 0。4mを測る。床面は平坦で、中央に円形を呈し直径約50cm、 床

面からの深さ約40cmを測る土坑をもつ。床面は平坦で、ビットは計4本が確認されている。埋土中よ

り縄文土器が出土している。

57は深鉢底部で平底である。

13号竪穴催麗跡

調査区の中央において検出された。12号竪穴住居跡の東側に位置する。平面形態は楕円形を呈し、

長径約5.6m、 短径約4.Om、 検出面からの深さ約0.45mを測る。床面は中央が一段、約10cm低 くなる。

ピットは計12本が確認されている。埋土中より縄文上器が出土している。

58は 口縁部を肥厚させ文様帯を形成する深鉢で、文様帯下部が著しく張り出し口縁部断面は逆 「く」

の字状を塁する。59、 60は深鉢で59はやや外反する日縁部、60は胴部である。いずれも平行沈線文

を施す。

Q   Q
・Q・り。饉Ю
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第77図 C区 11～ 17号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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第78図 C区 12号竪穴住居跡実測図 (1/40)

69

第79図 C区 4・ 6・ 10。 15号竪穴住居跡出土石器実測図 (1/3)

B

御池軽石を含む。

しまりがややわるい。御池軽石を含む。
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1 褐色土
2 茶褐色土
3 褐色土  粒の小さな御池軽石を少量含む。
4 茶褐色土 御池軽石を多く含む。
5 茶褐色土 御池軽石をきわめて多量に含む。
6 褐色土

C′

第80図  C区 13号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第81図  C区 14号竪穴住居跡実測図 (1/40)

14号竪穴住居跡

調査区の北側において検出された。平面形態は隅丸方形を呈し、長軸約3.4m、 短軸約 3。 lm、 検出

面からの深さ約0。45mを測る。床面は平坦で、ビットは計8本が確認されている。埋土中より縄文土

器が出土している。

61は深鉢で平底の底部は網代痕を有し、胴部は膨らみをもって立ち上がり、頸部において屈曲し口

縁部は外反する。日縁部内面に平行沈線文、貝殻腹縁による連続刺突文を施す。68は磨製石斧である。

刃部は両刃で、基部を欠損している。石材はフォルンフェルスである。

15母緊穴性層跡

調査区の北東隅において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約3.3m、 短軸約3.2m、 検出面

からの深さ約0.35mを測る。床面は平坦で、ビットは計4本が確認されている。埋土中より磨製石斧

のほか縄文土器の小片が出土している。

68は磨製石斧である。刃部は両刃で、基部を欠損している。石材はフォルンフェルスである。

B′
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茶褐色土 御池軽石を多く含む。
褐色土  御池軽石を多く含む。

第82図 C区 15号竪穴住居跡実測図 (1/40)

16号竪穴饉麗跡

調査区の北側において検出された。平面形態は円形を呈し、長径約3.4m、 短径約3.2m、 検出面か

らの深さ約0.4mを測る。床面はほぼ平坦で、中央に楕円形を呈し、長径約85cm、 短径約50cm、 床

面からの深さ約45cmを測る土坑を持つ。ピットは計6本が確認されている。

62は外反する波状口縁でヘラ状工具による刺突文を施す。63は胴部で沈線文を施す。

17号辟穴催鷹跡

調査区の西隅において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約3.lm、 短軸約2.7m、 検出面か

らの深さ約 0。45mを測る。床面はほぼ平坦で、南、西壁にそって一段高くなる。中央に円形を呈し、

直径約50cm、 床面からの深さ約50cmを測る土坑を持つ。ビットは計10本が確認されている。

64は胴部の屈曲において明瞭な段をもつ浅鉢と考えられる。65は深鉢口縁部である。
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第83図  C区 16号竪穴住居跡実測図 (1/40)

1号虚器彙積

調査区の西隅において検出された。長軸約2.Om、 短軸約1.5mの 範囲に縄文土器、石器合わせて35

点が集中して出土した。

71は 口縁部を肥厚させ文様帯を形成する深鉢で、文様帯下部が著しく張り出し口縁部断面は逆 「く」

の字状を呈する。刺突で止めた回線文と横位の貝殻腹縁刺突文の組み合わせを中心に置き、上下に連

続刺突文を施す。72は石刀である。先端部は欠損している。中央から両端に伸びるに従い細くなり、

ほぼ中央に指掛けと考えられる挟りをもつ。全面にわたり非常に丁寧な研磨が施されている。
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表29 山城第1遺跡第3次調査C区出土遺物観察表 1

第84図 C区 17号竪穴住居跡実測図 (1/40)

!iL.{f : cm

No 出上位置 種男ll 器種 怯量(上 :土器 ド:石器) 手法・文様 色調 胎土 備考

ロイ挙 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

1 1号住居 縄文土器 深鉢
ミガキ。ナデ。スス
付着。

ナデ。 明赤褐 赤褐
lmm程度の石英粒少量。 l mm程

度の自色・茶褐色粒少量。

1号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。 ナデ。 赤褐 橙
lmm以下の黒色・白色粒ごく少

2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。鼻

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 明赤褐 赤褐

lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の自色・茶褐色粒少量。

3号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。東1突文。蘇

殻条痕。スス付着。
貝殻条痕。ナデ。 明褐 明赤褐

lmm以下の自色粒ごく少量。

雲母微量。

5 3号住居 Fl文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。貝

殻条痕。ナデ。スス

付着。

貝殻条痕。ナデ。
にぶい

橙
橙
l mm以下の黒色、自色粒微量。

雲母微量。

3号住居 縄文土器 深鉢
突帯。貝殻腹縁刺突
文。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 黄橙 橙
lmm以下の黒色、白色、茶褐色

粒微量。

7 3号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ
ぶ

褐

ぶ

橙

lnlnl以下の石英粒ごく少量。

1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒少量。

8 3号住居 縄文土器 深鉢
突帯。貝殻条痕。ス

ス付着。
貝殻条痕。ナデ。 鍮

赫
にぶい
赤褐

l mln以下の黒色、自色粒微量。

雲母微量。

9 3号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。網代痕。 ナデ。
|こぶい

橙
橙 1～ 2mmの 黒色、茶褐色粒少量。
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第85図  C区 1号土器集積出土土器実測図 (1/3)

表30 山城第1遺跡第3次調査C区出土遺物観察表2

第86図 C区 1号土器集積
出上石器実測図 (1/3)

単位 :cm
No 出土位置 種別 器種 は量(上 :土器 ド:石器) +砥 ・ 又球 色調 胎 土 備 考

El径 底径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

4号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁刺

突文。貝殻条痕。サ

デ。
貝殻条痕。ナデ。 暗褐 褐

lmm以下の白色・茶褐色粒ごく

少量。

4号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁刺

突文。貝殻条痕。テ

デ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmm以 下の黒色・茶褐色粒微量

`

4号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。原

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 明赤褐 橙 lmm以 下の白色・茶褐色粒微量。

4号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁剰

突文。貝殻条痕。ナ 員殻条痕。ナデ。 暗褐 橙 l mll以下の白色粒少量。

4号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。ス

ス付着。
暗褐 暗褐 黒色・白色・茶褐色粒子微量。

4号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。ス

ス付着。

ぶ

橙
にぶい
橙
lnun以下の茶褐色粒ごく少量。

4号住居 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。ナデ。ス

ス付着。

貝殻条痕。ナデ。ス

ス付着。
橙
にぶい
橙
黒色・白色粒子微量。

17 4号住居 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。ナデ。ス

ス付着。

貝殻条痕。ナデ。ス

ス付着。

にぶい

橙
橙
l mm以下の白色・茶褐色粒ごく

少量。

4号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙

にぶい

橙
l nlln以下の黒粒少量。

5号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。貝殻腹縁剰

突文。ナデ。
貝殻条痕。ナデ 橙 明赤褐

l mm以下の自色・黒色・茶褐色

粒ごく少量。雲母微量。

5号住居 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。ナデ。絆

代痕。
ナデ。 浅黄橙 浅黄橙

lnun以下の自色・茶褐色粒ごく

少量。

7号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻1夏縁剰

突文。貝殻条痕。サ

デ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 灰褐
lmm以下の白色・黒色・茶褐色
粒微量。雲母微量。

7号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 浅黄橙 橙
lmm以下の黒色・自色・茶褐色

粒微量。雲母微量。
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表31 山城第1遺跡第3次調査C区出土遺物観察表3
単位 icm

No. 出土位置 種昇U 器種 法 量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色 rJ・3 胎土 備 考

口径 底 径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

7号住居 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。ナデ。締
代痕。

貝殻条痕。ナデ。 浅黄橙 浅黄欄
lmln以下の自色・茶褐色粒ごく少

量。

7号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。網代痕。 ナデ。 橙 橙 lmln以下の自色・茶褐色粒微量。

7号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
にぶい
橙
褐灰 1～ 2nmの黒色・茶褐色粒少量。

7号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 橙
lmlll以下の黒色 。白色粒ごく少量。

雲母微量。

6号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙

褐灰
inlln以下の自色・茶褐色粒ごく少

量。

8号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。刺突文。興

殻腹縁刺突文。貝認

条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 明褐
lmm以下の黒色・自色・茶褐色粒

微量。雲母微量。

8号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。ナ ナデ。

にぶい
赤褐

橙
lmm以下の黒色・自色・茶褐色粒
ごく少量。雲母ごく少量。

8号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。ナ

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙
lnllll以下の黒色 。自色・茶褐色粒
ごく少量。雲母ごく少量。

8号住居 縄文土器 深鉢
員殻腹縁刺突文。鼻

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙

lmlll以下の自色・茶褐色粒ごく少

量。雲母ごく少量。

8号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。サ ナデ。

にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
lmm程度の茶褐色粒少量。

8号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
ぶ

橙 浅黄橙 lnlm程度
の白色・茶褐色粒少量。

8号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。ナ

貝殻条痕。ナデ。
にぶい
赤褐

橙
lmln以下の自色ごく少量。雲母ご

く少量。

9号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁剰

突文。貝殻条痕。ナ

デ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lnlln以下の黒色・白色粒微量。

9号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 浅責橙 浅昔 繕 1側の黒色・茶褐色粒少量。

9号住居 縄文土器 深鉢 刺突文。ナデ。 ナデ。 橙 橙
lnlm以下の自色・茶褐色粒微量。

雲母ごく微量。

9号住居 縄文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。操

殻条痕。ナデ。スヌ

付着。

ナデ。
にぶい

黄褐
橙
lmnl以下の黒色・白色粒ごく少量。

雲母ごく微量。

9号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。貝殻腹縁束
突文。ナデ。

ナデ。 橙 橙 lmlll程度の自色粒少量。雲母少量。

9号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。員殻腹縁東

突文。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmlll以下の自色粒微量。雲母微量。

9号住居 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 褐 橙 lmm以下の自色粒微量。雲母微量。

10号住居 縄文土器 深鉢 (26.2)
貝殻腹縁刺突文。興
殻条痕。 ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 橙 明赤褐 lmm以下の自色粒ごく少量。

10号住居 縄文土器 深鉢 (16.3) 貝殻条痕。 ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
にぶい

橙

にぶい

橙

lmm以下の自色・茶褐色粒ごく少

量。雲母微量。

10号住居 縄文土器 深鉢 (252)
貝殻腹縁刺突文。鼻

殻条痕。 ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmm程度の自色粒少量。

10号住居 縄文土器 深鉢 (22.4) 沈線文。ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙
lmm程度の黒色・茶褐色粒少量。

10号住眉 電文土器 深鉢 12.2 眈線文。ナデ。 ナデ。スス付着。 橙 lmln以下の黒色・白色粒微量。

10号住届 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁刺

突文。貝殻条痕。サ

デ。

ナデ。 橙 橙
lolm以下の黒色・自色・茶褐色粒

ごく少量。雲母微量。

10号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁束1

突文。貝殻条痕。ナ

デ。

ナデ。 橙 橙
lmln以下の黒色・白色・茶褐色粒
ごく少量。雲母微量。

10号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。ナ ナデ。 橙 橙

lmm以下の黒色・白色粒微量。

雲母少量。

10号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 黒褐
ぶ

橙

lmm以下の黒色・白色粒微量。

雲母少量。

10号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。ナ ナデ。 黒褐 橙

lmm以下の自色・茶褐色粒 ごく少

量。雲母微量。

10号住居 線文土器 深 鉢 ナデ。 ナ ギ 橙 橙 lnlnl以下の白色粒 ごく少量。

10号住居 縄文土器 深鉢 工具ナデ。ナデ。 工具ナデ。ナデ。 橙 橙 lmm以下の自色粒ごく少量。

10号住居 縄文土器 深鉢 (11.2) 工具ナデ。ナデ。 ナデ。 橙
にぶい
橙
1～ 2nllllの 自色粒少量。

10号住居 縄文土器 深鉢 (11.6) 工具ナデ。ナデ。 ナデ。
|こぶし

橙
橙 1～2mmの 自色粒少量。

11号住居 縄文土器 深鉢
ミガキ。ナデ。スヌ
付着。

ナデ。スス付着。 暗赤褐 黒褐
lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒

少量。

12号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 明赤褐
にぶい
褐
lmm以下の黒色・茶褐色粒少量。

1～ 2nllnの 白色粒微量。

13号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。漂
殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。
にぶい
橙
明赤褐

lnlm以下の黒色・自色・茶褐色粒

ごく少量。

13号住居 縄文土器 深 鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
にぶい

赤褐

にぶい
赤褐

llnln以下の黒色・白色・茶褐色粒
ごく少量。雲母微量。

13離 居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
にぶい
橙
にぶい
橙
lmln以下の黒色・自色粒ごく少量。
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表32 山城第1遺跡第3次調査C区出土遺物観察表4
単位 :cm

No. 出上位置 種別 器種 法 量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色調 胎土 備考

口径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

14号住居 縄文土器 深鉢 23.5 貝殻条痕。ナデ
沈線文。貝殻条痕。
ナデ。

橙
にぶい
橙
lmm以下の黒色・白色粒ごく少

15号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。サ ナデ。スス付着。

|こぶい

橙
黒褐 白色粒子微量。

15号住居 縄文土器 深鉢 先線文。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
|こぶし

橙

にぶい

橙
lmln以下の自色粒ごく少量。

17号住居 縄文土器 浅鉢 ナデ。 ナデ。 暗赤褐 赤褐
lmm以下の石英粒微量。 lnlln以

下の自色・茶褐色粒微量。

17号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナ デ 褐灰 褐灰 lmm以下の石英粒少量。

4号住居 石 器 磨製石斧 7.55 5.55
51g・ フォル)

フェルス ?

10号住居 石器 磨製石斧 6.35
273g・ フォル

ンフェルス

15号住居 石 器 磨製石斧
191g・ フォル
ンフェルス

6号住居 石器 磨製石斧
121g・ フォル
ンフェリレス

9号住居 孝FttS 磨 石 776g・ 頁岩

1号土器
集積

縄文土器 深鉢 (29.6)

凹線文。貝殻腹縁束

突文。東1突文。貝邦

条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。

にぶい

赤褐
明赤褐
lmm以下の黒色・白色粒ごく少

1号土器
集積

石 器 石棒 (25.5) 22 283g・ 頁岩

包含層 縄文土器 深鉢 先線文。ナデ。 ナデ。 橙 橙 1～ 2mmの黒色・白色粒微量。

包含層 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。ブ

ナデ。 橙 橙 lmm以下の黒色・白色粒微量。

包含層 縄文土器 深鉢
先線文。刺突文。

「
投条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ 橙 橙 lmm以下の自色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢
先線文。刺突文。メ

設条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 黒褐

lmm以下の自色・茶褐色粒少量。

雲母微量。

包含層 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁オ

突文。。貝殻条痕。

ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 暗赤褐 赤褐

lmm以下の黒色・白色粒微量。

雲母ごく微量。

包含層 縄文土器 深鉢 (16.1)
刺突文。貝殻条痕。
ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 黒褐 lmm以下の黒色・白色粒微量。

包含層 縄文土器 深鉢 ナ デ ナデ。 黒褐 橙
lmm以下の自色・茶褐色粒少量。

雲母やや多く含む。

包含層 縄文土器 深鉢 FL列文。ナデ。 ナ デ 灰黄褐
におミい
黄橙
1～ 2mmの 自色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 縄文土器 深鉢 子L列文。ナデ。 ナデ。 橙 橙
1～ 2mmの 白色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 石器
使用痕の

ある剥片

116g・ フォル

ンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 117g・ 砂岩

包含層 石 器 磨製石斧 10.45) 5.65 390g・ 砂岩

包含層 石器 磨製石斧 (14.5)
390g・ フォル

ンフェルス

包含層 石器 磨石 323g・ 頁岩

包含層 石 器 石皿 12.9g・ 砂岩 ?

包含層 石 器 石 核 4.55 108g・ 黒曜石
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夕Mの靱 瞼
膚序

調査区の標高は155.50m～ 156.00mで、北東側が高く、西方向に向け傾斜している。1層 C耕作上、

2層 0黒色土、3層 0高原スコリア、4層・黒褐色土、5層・褐色土、6層 0暗褐色土、7層・御池軽石

である。調査以前は畑地として利用されていた。

遺鸞と遺物

D区においては縄文時代の竪穴住居跡5軒、時期不明のビット多数が検出された。

縄文時代のL種と又物
1彎竪穴性層跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約2.7m、 検出面からの深

さ約0.4mを沢1る。床面はほぼ平坦であるが、北 0東 0西の三面が壁に沿って一段高くなる。中央に円

形を呈し長径約65cm、 短径約50cm、 床面からの深さ約25cmを測る土坑を持つ。ピットは計5本が

確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。
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褐色土 御池軽石を多く含む。
褐色土 御池軽石を 1層より多く含む。
褐色土 御池軽石を少量含む。
茶褐色土 粒の大きな御池軽石を含む。

第91図 D区 1号堅穴住居跡実測図 (1/40)
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1～4は深鉢である。 1はやや膨らみながら立ち上がり、日縁部はおいてわずかに外反する。2、 4は

回縁部がやや外反する。4は貝殻腹縁による連続刺突文を施す。3は直線的に立ち上がる日縁部で、日

唇部に一条の沈線文を施す。

第92図 D区 1号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

fl蠣鬱
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1 茶褐色土 御池軽石を多く含む。
2 褐色土  粒の小さな御池軽石を多く含む。
3 褐色土  粒の小さな御池軽石を多く含む。

第93図 D区 2号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第94図 D区 2号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

2号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央において検出された。3、 4号竪穴住居跡の南側に位置する。平面形態は円形を呈

し、長径約4.Om、 短径約3.8m、 検出面からの深さ約0。7mを測る。床面はほぼ平坦で、ビットは計5

本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。

5か ら10は深鉢である。5は頸部において屈曲し口縁部は短く外反する。波状口縁で屈曲部に貝殻

腹縁による連続刺突文を施す。6は日縁部をやや肥厚させ文様帯を形成し、貝殻腹縁による横位の連

続刺突文を施す。7は小型の深鉢で回縁部がわずかに外反する。波状口縁である。8～ 10は深鉢底部で、

いずれも平底である。11は台付鉢である。胴部は膨らみをもち、日縁部は外反する。また日縁部をわ

ずかに肥厚させ文様帯を形成し、貝殻腹縁による連続圧痕文を施す。

3号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央において検出された。2号竪穴住居跡の北側、4号竪穴住居跡の東側に位置する。

平面形態は円形を呈し長径約4.2m、 短径約3.9m、 検出面からの深さ約0。5mを測る。床面は中央が一

段、約10cm下がる。ビットは計6本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。

12、 18は 口縁部を肥厚させ文様帯を作り出す深鉢である。18は文様帯が著しく張り出し、日縁部

断面が逆「く」の字状を呈する。12は貝殻腹縁による連続刺突文、18は沈線文、貝殻腹縁による連

続刺突文を施す。17は直線的に立ち上がる深鉢口縁部である。日唇部に一条の沈線文を施す。13は

深鉢の底部から胴部にかけてで、14は深鉢胴部である。いずれも貝殻条痕による調整を施す。 15、

16は深鉢底部で平底である。
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第95図 D区 3号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第96図 D区 3・ 4号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

-255-



A

A′

褐色土  御池軽石を多く含む。
茶褐色土 御池軽石をきわめて多量に含む。

第97図 D区 4号竪穴住居跡実測図 (1/40)

4号竪穴住麗跡

調査区のほぼ中央において検出された。2号竪穴住居跡の北側、3号竪穴住居跡の西側に位置する。

平面形態は円形を呈し、長径約3.6m、 短径約3.4m、 検出面からの深さ約 0。7mを測る。床面は中央が

一段、約20cm下がる。中央に円形を呈し長径約50cm、 短径約65cm、 床面からの深さ約10cmを測

る土坑を持つ。土坑中央には直径約20cmの ビットがあり深さは80cmを測る。ビットは計7本が確認

されている。埋土中より縄文土器が出土している。20、 19と も床面付近からの出土である。

19は 口縁部を肥厚させ文様帯を作り出す深鉢で、貝殻腹縁による連続刺突文を施す。20は深鉢口

縁部で外反する。波状口縁で沈線文、ヘラ状工具による連続刺突文を施す。

5母璽穴饉麗跡

調査区のほぼ中央北側において検出された。平面形態は円形を塁し、長径約4.Om、 短径約3.7m、

検出面からの深さ約0.6mを測る。床面はほぼ平坦で、東 0西の二面が壁に沿って一段高くなる。中央

に楕円形を呈し長径約75cm、 短径約45cm、 床面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。ビットは7

本が確認されている。埋土中より縄文土器の小片が出土している。
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1 茶褐色土
2 茶褐色土 御池軽石を多く含む。
3 褐色土  御池軽石を微量含む。
4 茶褐色土 御池軽石をきわめて多量に含む。
5 褐色土  御池軽石を微量に含む。

第98図 D区 5号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第99図 D区包含層出土石器実測図
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第100図 D区包含層出土土器拓影図 (1/3)
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表33 山城第 1遺跡第3次調査D区出土遺物観察表
単位 :cm

No. 出上位置 種男リ 器種 法量(上 :土器 下 :石器〕 手法 ・ 又 様 色 調 胎土 備 考

口 径 底径 器高

最大長 最大 liu 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 1号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 ナデ。 褐灰
にぶし

褐

lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒
ごく少量。

1号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 橙 明黄褐
lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒
微量。

1号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙
明黄褐 1～2mmの灰色・茶褐色粒少量。

1号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。鼻

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 黒色・白色粒子微量。

2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

「殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 黒 褐 橙 lmm以下の自色・茶褐色粒少量。

2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。サ

貝殻条痕。ナデ。 褐 褐
lmm以下の自色粒ごく少量。雲母
微量。

2号住居 縄文土器 深鉢 (15.4)
貝殻条痕。ナデ。

ス付着。
ナデ。

にぶし
橙
にぶい

橙
lmm以下の自色粒ごく少量。

2号住居 綴文 11器 深鉢 ナデ ナデ。 橙 橙 lmm以下の黒色・自色粒少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 橙 橙
lnlln程度の黒色・自色・茶褐色対
ごく少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙 lmm以下の白色・茶褐色粒少量。

11 3号住居 縄文土器 台付鉢 (16.4) (185)
貝殻腹縁圧痕文。I
具ナデ。ナデ。

工具ナデ。ナデ。
にぶい
赤褐
明赤褐 lmm以下の黒色・白色粒微量。

3号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。鼻

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 黒褐 黒褐

lmll以下の自色・茶褐色粒ごくり
量。

3号住居 縄文土器 深鉢 (11.6) 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい

黄橙

lmm以下の自色・茶褐色粒ごく少
量。

3号住居 綿文 t器 深 鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 橙 黒褐 lmln以下の自色粒少量。

3号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 橙 橙 lmm以下の白色粒 ごく少量。

3号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 橙 橙
lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒
微量。

17 3号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙 lnlll程度の灰色・茶褐色粒少量。

3号住居 縄文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。

線文。貝殻条痕。

デ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmm以下の自色・茶褐色粒微量。

4号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。犀

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙

lmm以下の黒色・白色・茶褐色粒
ごく少量。

4号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。テ

ナデ。 橙 橙 lmm以下の自色粒微量。

包含層 縄文土器 深鉢 (326)
貝殻腹縁刺突文。〃
型文。回線文。ナ

デ。

ナデ。 明赤権
にぶい

褐
lmm以下の黒色・白色粒ごく少量

`

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。弄

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 l mm以下の白色粒微量。

包含層 縄文「L器 深鉢 (17.8) 122 貝殻腹縁刺突文。「殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。

にぶし

橙
明赤褐
lmm以下の黒色、白色粒少量。

雲母微量。

包含層 縄文土器 深鉢 刺突文。ナデ。 ナデ
にぶし

黄橙
褐灰 lmm程度の黒色、茶褐色粒少量。

包含層 縄文土器 深 鉢 ナデ。
貝殻腹縁刺突文。卿

突文。ナデ

ぶ

褐
にぶし

橙

lmm以下の自色・茶褐色粒少量。

雲母微量。

包含層 縄文土器 深鉢 (23.6) ミガキ。スス付着。 ミガキ。ナデ。
にぶし

赤褐
黒 褐
lmm以下の白色粒ごく少量。雲母
微量。

包含層 縄文土器 浅鉢
刺突文。沈線文。嬢

消縄文。ミガキ。
ミガキ。 黒褐 黒褐

lmm以下の自色・茶褐色粒ごく少
量。

包含層 縄文土器 浅鉢 孔列文。ナデ。 ナデ。 黒褐
にぶい

黄橙
lmm程度の白色 。茶褐色粒微量。

包含層 縄文土器 浅鉢 FL列文。ナデ。 ナデ。
にぶし

黄橙

にぶい
黄橙
lmm程度の白色・茶褐色粒微量。

包含層 石 器 石 皿 3 Dkg・ ″ク岩
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f程 12住

第101図 E区地形図 (1/600)

置Mの M径
層序

調査区の標高は154.00m～ 155.50mで、南側が高く、北西方向に向け傾斜している。層序は1層 0

耕作土、2層 0黒色土、3層 。高原スコリア、4層 e黒褐色土、5層 0褐色土、6層 0暗褐色土、7層 :

御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

遺攘と遺物

E区においては縄文時代の竪穴住居跡16軒、集石遺構5基、古墳時代の竪穴住居跡1軒、時期不明の

ピット多数が検 LT4さ れた。

縄文時代のI鸞と進物
1号翌穴催層跡

調査区の南西端において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約3.Om、 短径約2.75m、 検

出面からの深さ約0。3mを測る。床面はほぼ平坦で、北側に不定形を呈する2基の掘り込みが確認され

ている。埋土中より縄文土器が出土している。
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第102図 E区遺構分布図 (1/600)

2はやや開きながら直線的にたちあがり、日縁端部に連続刺突文を施す深鉢である。 1、 3か ら6は

日縁部を肥厚させ文様帯を形成し、貝殻腹縁による連続刺突文を施す深鉢である。 1、 3か ら5は文様

帯幅が狭いが、6は文様帯下部が著しく張り出し、日縁部断面が逆 「く」の字状を呈する。中央に2条

の沈線文を施し、その上下に貝殻腹縁による連続刺突文を配する。8は底部でごく薄く網代痕が残る。

2号騒穴住層跡

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は隅丸方形を呈し、長軸約2.3m、 短軸約2.2m、

検出面からの深さ約0.35mを測る。床面はほぼ平坦で、中央に楕円形を呈し、長径約80cm、 短径約

45cm、 床面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。ビットは計3本が確認されている。埋土中より縄

文土器が出土している。

9はやや内湾する深鉢田縁部である。2本の沈線文間に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。
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1 茶褐色土 古墳時代のビット。
2 茶褐色土 御池軽石を少量含む。
3 茶褐色土
4 茶褐色土 御池軽石を含む。
5 茶褐色±  2層より御池軽石含有量が多い。
6 黒色土  床面

第103図 E区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)

3号翌穴催層跡

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は楕円形を呈し長径約3.lm、 短径約2.65m、

検出面からの深さ約0.45mを測る。床面は平坦で、中央に円形を呈し長径約65cm、 短径約60cm、 床

面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。計5本のピットが確認されている。埋土中より縄文土器が出

上している。

10、 11と も深鉢底部で10は平底で網代痕を有し、11は若干の上げ底である。12は石皿で石材は砂

岩である。

4号竪穴饉層跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。5号竪穴住居跡を切っている。平面形態は楕円形を呈し、

長径約2.9m、 短径約2.5m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。床面はほぼ平坦で、中央と北側に土坑

2基をもつ。中央に位置する1号土坑は不整円形を塁し直径約50cm、 床面からの深さ約40cmを測る。

北側に位置する2号土坑は円形を呈し直径約55cm、 床面からの深さ約30cmを測る。埋土中より縄文

土器の小片のほか、礫が多数出土している。13は床面付近からの出土である。

13は石皿で石材は砂岩である。
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第104図  E区 1～ 3号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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茶褐色土 古墳時代のビット。
茶褐色土 御池軽石を含む。
茶褐色土 御池軽石を少量含む。
茶褐色土 御池軽石を少量含む。

第105図 E区 2号竪穴住居跡実測図 (1/40)

lω

第106図 E区 3号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第107図  E区 4号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第108図 E区 5号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第109図 E区 6号竪穴住居跡実測図 (1/40)

―

ヽ

下

6号竪穴住居跡出土石器実測図
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第111図  E区 6・ 7号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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5号竪穴饉鸞跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。4号竪穴住居跡に切られている。平面形態は隅丸方形

と考えられ、一辺約2.5m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、中央に楕円形を呈し長

径約80cm、 短径約65cm、 床面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。ビットは4本が確認されてい

る。埋土中より縄文土器の小片が出土している。

6号竪穴饉層跡

調査区の北側において検出された。 7、 8号竪穴住居跡の西側に位置する。平面形態は隅丸長方形を

呈し、長径約3.7m、 短径約2.4m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、ビットは2本が

確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。16は東側の土器集中からの出土である。

15は深鉢口縁部でやや内湾し、日唇部は平坦に仕上げる。16は深鉢底部である。平底で網代痕を

有する。14は小型の磨製石斧で刃部は両刃である。石材はフォルンフェルスと考えられる。

第112図 E区 7号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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7号竪穴住層跡

調査区の北側隅において検出された。8号竪穴住居跡を切っている。平面形態は円形を呈し、長径3.9Щ

短径約3.75m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。床面は平坦で、ビットは6本が確認されている。埋

土中より縄文土器が出上している。21は床面付近からの出土である。

17はやや外傾しながら直線的に立ち上がり、日縁部に平行沈線文を施す。 18、 19は頸部において

やや屈曲し、日縁部がやや外反し沈線文を施す。18は 日唇部に貝殻腹縁による連続刺突文、19は沈

線文を施す。20は直線的に立ち上がる深鉢口縁部である。21～24は深鉢底部で、21、 23、 24は平底

で網代痕が残る。

8号竪穴饉鷹跡

調査区の北側隅において検出された。7号竪穴住居跡に切られている。平面形態は方形を呈し、一

辺が約2.5m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、中央に精円形を呈し長径約80cm、

短径約65cm、 床面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。ピットは5本が確認されている。埋土中よ

り縄文土器が出土している。

25～ 27と もに深鉢口縁部である。25は波状口縁で二本の沈線文間に棒状工具による連続刺突文を

施す。また口唇部にも連続刺突文を施す。26は直線的に立ち上がる深鉢口縁部で、日唇部は平坦に仕

上げる。27は直線的に立ち上がる深鉢口縁部で沈線文を施す。

第113図 E区 8号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第114図 E区 8～ 11号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

-270-



′Э

′Э

第115図 E区 9010号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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9号陪穴催鷹跡

調査区のほぱ中央北側において検出された。10号竪穴住居跡と切りあっている。平面形態は隅丸方

形を呈し、長軸3.15、 短軸約2.5m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。床面は平坦で、ビットは8本が

確認されている。埋土中より縄文土器、礫が出土している。

28はやや膨らみをもつ深鉢胴部で、平行沈線文を施す。

10彎な穴憧鸞跡

調査区のほぱ中央北側において検出された。9号竪穴住居跡と切りあっている。平面形態は長方形

を呈し、長軸約3.lm、 短軸約2.45m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、西壁に楕円

形を呈し長径約90cm、 短径約70cm、 床面からの深さ約350cmを測る土坑を持つ。ビットは3本が確

認されている。埋土中より縄文土器、礫が出土している。

29は外反する深鉢で回縁部がやや肥厚し貝殻腹縁による棒状工具による連続刺突文を施す。胴部に

沈線文を施す。

11号菫穴住層跡

調査区の北東隅において検出された。東側は調査区外である。平面形態は方形を呈し、長軸約2.75m、

短軸約2.Om(現存長)、 検出面からの深さ約0.3mを測る。床面は平坦で、ビットは壁に沿つて5本が

確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。

30、 31は深鉢口縁部で口縁部がごくわずかに外反する。31は波状口縁である。32は深鉢で胴部は

やや膨らみをもち、頸部において屈曲し、外反する日縁部は波状口縁となる。内外面共に全面に貝殻

条痕による調整を施す。

B′

第116図 E区 11号竪穴住居跡実測図
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12号な穴催燿跡

調査区の北東隅において検出された。17号竪穴住居跡に切られている。平画形態は方形で、一辺約

3.Om、 検出面からの深さ約0.3mを測る。その形態から東西に2軒の住居が切りあっている可能性があ

る。床面は平坦で、ビットは6本が確認されている。理土中より縄文土器が出土している。35、 36は

床面付近からの出上である。33は接合資料であるが、内1点は11号堅穴住居跡からの出土である。

33は深鉢で胴部はあまり膨らまず、日縁部は外反する波状口縁である。2条の沈線文間に貝殻腹縁

による連続刺突文を施す。日唇部は平坦に仕上げ貝殻腹縁による連続刺突文を施す。34～36は深鉢

口縁部である。34は外反し上部に貝殻腹縁による連続刺突文、下部に平行沈線文を施す。36は直線

第117図 E区 12号竪穴住居跡実測図(1/40)
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第118図 E区 12号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

的に立ち上がり2条の沈線文間に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。35、 37は直線的に立ち上がる深

鉢口縁部である。38は深鉢底部で若千の上げ底である。

13号竪穴住居跡

調査区の北東隅において検出された。17号竪穴住居跡に切られている。平面形態は方形を呈し、長

軸約4.Om(現存長)、 短径約3.75m、 検出面からの深さ約0。7mを測る。床面は中央がやや低くなり、

南北に土坑2基をもつ。北側に位置する1号土坑は楕円形を呈し長径約115cm、 短径約85cm、 床面か

らの深さ約25cmを測る。南側に位置する2号土坑は不正形を呈し長軸約120cm、 短軸約110cm、 床

面からの深さ約30cmを測る。ビットは3本が確認されている。埋土中より縄文土器が出土している。
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第119図 E区 13号堅穴住居跡実測図 (1/40)

39～ 41は深鉢である。39、 40と もにやや内湾しながらも直線的に立ち上がる。同一個体の可能性

がある。41はほぼ直立し端部は丸く仕上げる。

14彎竪穴催層跡

調査区の北東隅において検出された。13号竪穴住居跡の西側に位置する。平面形態は方形を呈し、

長軸約3.lm、 短軸約2.7m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、中央に最大長40～ 60cm、

床面からの深さ約15～ 25cmの土坑3基をもつ。ピットは4本が確認されている。理土中より縄文土器

が出土している。

42は深鉢でわずかに外反する波状目縁である。
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第120図 E区 14号堅穴住居跡実測図 (1/40)
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第121図 E区 13～ 15号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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第122図 E区 15号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第123図  EEX1 16号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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15母竪穴催属跡

調査区の北側隅において検出された。14号竪穴住居の西

側に隣接する。北側は調査区外である。平面形態は隅丸方

形と考えられ、長軸約3.7m、 短軸約2.2m(現存長)、 検出面

からの深さ約0.3mを測る。床面は平坦で、中央に不正形を

呈し、床面からの深さ約70cmを測る掘りこみをもつ。ピ

ットは2本が確認されている。埋土中より縄文土器、石皿

が出土している。

43、 45は深鉢口縁部である。45は直線的に立ち上がり、

日唇部を平坦に仕上げる。45は外反し上部に貝殻腹縁によ

る連続刺突文、下部に沈線文を施す。44は深鉢胴部で凹線

文を施す。46は磨製石斧である。基部は欠損している。断

面は楕円形を呈し、刃部は両刃である。石材はフォルンフ

ェルスである。

第124図 E区 15号竪穴住居跡出土石器実測図

16号竪穴性層跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。平面形態は長方形を呈し、長軸約3.Om、 短径約2.5m、

検出面からの深さ約0.3mを測る。床面は平坦で、西側壁面に沿って楕円形を呈し、長径約112cm、

短径約55cm、 床面からの深さ約60cmを測る土坑を持つ。ビットは4本が確認されている。

1号集石遺構

調査区のほぼ中央において検出された。長軸約50cm、 短軸約40cmの範囲に広がる。長軸約80cm、

短軸約50cm、 検出面からの深さ約20cmを測り、楕円形を呈する掘りこみを伴う。

2号鑢石遺櫂

調査区の東北隅において検 lTlされた。12号竪穴住居跡の東側に隣接する。長軸約60cm、 短軸約

40cmの範囲に広がる。掘りこみは伴わない。

3号纂種遺鸞

調査区の東北隅において検出された。11、 12号竪穴住居跡の間に位置する。長軸約50cm、 短軸約

30cmの範囲に広がる。掘りこみは伴わない。

4号鑢石遮鸞

調査区のほぼ中央において検出された。長軸約50cm、 短軸約30cmの範囲に広がる。掘りこみは伴

わない。

5母焦石遺蝙

調査区の東隅において検出された。東側は調査区外である。長軸約75cm、 短軸約60cmの範囲に広

がる。長軸約135cm、 短軸約60cm(現存長)、 検出面からの深さ約15cmを測る掘りこみが伴う。

集石内より縄文土器が出土している。48は深鉢口縁部で外反する。48は深鉢底部で平底である。
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